
研
究
論
文
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク

ー
右
側
プ
ロ
フ
ィ
ル
に
隠
さ
れ
た
フ
ァ
ロ
ス
の
表
象

人
が
嘲
笑
い
、
破
壊
で
き
な
い
た
め
し
つ
こ
く
笑
い
も
の
に
し
た
、
こ
の
作
品
は
、
私
の
全
人
生
の
成
果
で
あ
り
、

私
の
美
学
の
軸
そ
の
も
の
で
あ
る
。
（
ロ
ダ
ン
、
ル
・
マ
タ
ン
紙
一
九
〇
八
年
七
月
十
三
日
号
）

松
　
岡
　
茂
　
雄

目
次

は
じ
め
に

は
じ
め
に
　
（
8
9
）

《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
．
八
九
八
年
サ
ロ
ン
へ
の
出
展
と
撤
収
（
9
1
）

一
八
九
八
年
当
時
の
世
間
の
認
識
（
9
1
）

二
〇
世
紀
初
頭
、
ロ
ダ
ン
白
身
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
（
聖

二
〇
世
紀
後
半
、
フ
ァ
ロ
ス
と
し
て
の
認
識
　
（
9
6
）

ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
制
作
過
程
　
（
9
9
）

フ
ァ
ロ
ス
の
表
象
に
い
た
る
、
エ
チ
ュ
ー
ド
の
形
態
変
化
（
型

最
後
の
最
後
ま
で
右
側
プ
ロ
フ
ィ
ル
に
こ
だ
わ
っ
た
ロ
ダ
ン
　
（
攣

結
論
（
攣

フ
ラ
ン
ス
語
レ
ジ
メ
　
（
1
1
4
）

東
京
上
野
の
国
立
西
洋
美
術
館
に
は
、
ロ
ダ
ン
の
傑
作
《
カ
レ
ー
の
市
民
》
、

《
地
獄
の
門
》
お
よ
び
そ
れ
か
ら
派
生
し
た
《
考
え
る
人
》
が
屋
外
展
示
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ー
の
称
号
を
持
つ
、
英
国
の
著
名
な
美
術
評
論
家
ケ
ネ

ス
・
ク
ラ
ー
ク
が
、
数
あ
る
ロ
ダ
ン
作
品
の
中
で
目
撃
同
傑
作
と
称
え
た
《
バ
ル

ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ロ
ダ
ン
の
バ
ル

ザ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
わ
ず
か
に
完
成
作
品
か
ら
二
段
階
さ
か
の
ぼ
る
小
さ
な

エ
チ
ュ
ー
ド
が
、
館
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

わ
が
国
で
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
と
称
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
の
は
、
他
に

静
岡
県
立
美
術
館
が
あ
る
。
こ
こ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
習
作
の
一
つ
、

頸
の
な
い
《
裸
の
エ
チ
ュ
ー
ド
F
第
2
、
闘
技
士
》
　
で
あ
る
。
こ
の
エ
チ
ュ

ー
ド
は
、
後
述
の
よ
う
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
過
程
後
期
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
で
、
そ
の
性
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
観
者
に
強
い
印
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象
を
与
え
る
。

こ
の
ほ
か
鹿
児
島
の
長
島
美
術
館
に
は
、
本
館
入
り
口
に
、
両
腕
を
組
み
、

両
脚
を
拡
げ
て
立
つ
　
《
裸
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
エ
チ
ュ
ー
ド
C
》
　
が
置
か
れ
て

い
る
。
こ
の
《
エ
チ
ュ
ー
ド
C
》
は
、
▲
m
八
九
一
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ロ
ダ

ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
制
作
第
▲
段
階
の
帰
結
で
あ
り
、
後
に
独
立
作
品
と
し
て
鋳

造
さ
れ
た
完
成
度
の
高
い
作
品
で
あ
る
。

エ
チ
ュ
ー
ド
で
は
な
く
、
ロ
ダ
ン
の
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
そ
れ

自
体
を
わ
が
国
で
鑑
賞
す
る
た
め
に
は
、
箱
根
に
あ
る
彫
刻
の
森
美
術
館
を
訪

問
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
入
場
者
は
ゲ
ー
ト
を
抜
け
る
と
真
正
面
の
台
座
上
に
、

威
厳
に
満
ち
た
、
高
さ
3
メ
ー
ト
ル
弱
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
を
目
に
す
る
こ
と
に

な
る
。
入
場
者
が
そ
の
像
の
右
側
（
向
か
っ
て
左
側
）
に
少
し
離
れ
て
立
つ
と
、

そ
の
姿
は
一
変
し
、
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
は
フ
ァ
ロ
ス
　
（
吃
立
し

た
男
性
自
身
）
　
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
フ
ァ
ロ
ス
の

表
象
は
ロ
ダ
ン
が
意
図
的
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
は
そ
の
表
象
が

ロ
ダ
ン
の
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
創
作
過
程
の
中
で
い
か
に
形
成
さ

れ
た
か
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
と
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
》
の
比
較
研
究
か
ら
、
作
品
の
仕
上
げ
段
階
に
お
け
る
巨
匠
の
フ
ァ
イ

ナ
ル
タ
ッ
チ
へ
の
接
近
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
パ
リ
郊
外
ム
ー
ド
ン
の
ロ
ダ
ン
美
術
館
別
館
と
、
サ
シ
エ
城
の
バ

ル
ザ
ッ
ク
記
念
館
で
二
〇
〇
四
年
六
月
に
実
物
取
材
し
た
が
、
ム
ー
ド
ン
の
地

下
収
蔵
庫
で
の
写
真
撮
影
に
は
、
ロ
ダ
ン
美
術
館
チ
ー
フ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
ア

ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
ル
・
ノ
ル
マ
ン
＝
ロ
マ
ン
氏
の
助
力
を
得
た
こ
と
を
付
記
す

る
。

図1　箱根彫刻の森美術館《ロダンのバル

ザック≫

図2　ファロスを表象する《ロダンのバル

ザック≫右側プロフィル
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《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
一
八
九
八
年
サ
ロ
ン
へ
の
出
展
と

撤
収

《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
は
、
最
初
の
受
注
者
シ
ャ
ピ
ユ
の
病
死
の

あ
と
、
一
八
九
一
年
文
芸
家
協
会
に
よ
り
ロ
ダ
ン
に
制
作
が
委
託
さ
れ
た
。
そ

の
発
注
に
関
し
て
は
当
時
の
文
芸
家
協
会
会
長
で
あ
っ
た
ゾ
ラ
の
暗
躍
が
あ
っ

た
。
ゾ
ラ
は
、
一
九
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
言
論
界
を
二
分
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
差
別

の
ド
レ
フ
ユ
ス
事
件
に
関
し
て
『
わ
れ
告
発
す
』
を
発
表
し
た
ド
レ
フ
エ
ス
派

の
筆
頭
だ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
の
制
作
進

行
中
お
よ
び
完
成
後
の
ト
ラ
ブ
ル
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。

ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
度
重
な
る
納
入
延
期
の
後
、
プ
ラ
ス
タ
ー
（
石

膏
像
）
が
バ
ル
ザ
ッ
ク
生
誕
一
〇
〇
年
の
直
前
、
よ
う
や
く
一
八
九
八
年
の
サ

ロ
ン
に
出
展
さ
れ
た
。
サ
ロ
ン
に
展
示
さ
れ
た
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
に
不

満
を
持
つ
文
芸
家
協
会
の
委
員
会
は
、
一
八
九
八
年
五
月
九
日
、
ア
ン
リ
●
ラ

訴
訟
に
持
ち
込
め
ば
勝
つ
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
が
、
ロ
ダ
ン
は
文
芸
家
協

会
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
た
前
受
金
1
万
フ
ラ
ン
の
返
金
に
応
じ
、
こ
の
作
品
を

自
分
自
身
の
も
の
に
す
る
と
宣
言
し
た
。
着
手
以
来
7
年
を
か
け
て
完
成
し

た
そ
の
石
膏
像
は
、
ブ
ロ
ン
ズ
に
鋳
造
さ
れ
な
い
ま
ま
パ
リ
郊
外
ム
ー
ド
ン
に

あ
る
ロ
ダ
ン
の
自
宅
ア
ト
リ
エ
に
保
管
さ
れ
た
。
彼
は
語
っ
た
「
そ
れ
を
再
び

見
る
の
に
、
い
く
ら
か
の
時
間
、
何
年
か
を
置
こ
う
。
そ
の
時
の
こ
と
は
考
え

た
く
な
い
。
私
は
人
が
こ
れ
以
上
語
ら
な
い
こ
と
を
懇
願
す
る
。
す
る
仕
事
が

他
に
沢
山
あ
る
。
」
こ
の
作
品
に
は
数
々
の
購
入
申
し
出
や
鋳
造
の
た
め
の
募

金
運
動
が
存
在
し
た
が
、
ロ
ダ
ン
の
生
前
に
ブ
ロ
ン
ズ
鋳
造
さ
れ
る
こ
と
は
つ

い
に
な
か
っ
た
。
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
に
し
、
ロ
ダ
ン
作
品
の
世
界

的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
国
立
西
洋
美
術
館
に
、
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
》
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

一
八
九
八
年
当
時
の
世
間
の
認
識

－91－

図31898年のサロンでロダンのバルザ

ック（中央）につめかけた群衆

ヴ
ダ
ン
に
よ
る
提
案
「
文
芸
家

協
会
は
、
ロ
ダ
ン
氏
が
サ
ロ
ン

に
展
示
し
、
そ
の
中
で
彼
自
ら

が
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
像
と
認
め
る

こ
と
を
さ
し
控
え
た
草
案
に
対

し
て
抗
議
す
る
義
務
を
持
ち
、

ま
た
抗
議
す
る
こ
と
を
残
念
に

思
う
。
」
を
投
票
で
採
択
し
た
。

（
7
こ

一
九
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
サ
ロ
ン
に
展
示
さ
れ
る
作
品
は
今
日
で

は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
世
間
の
耳
目
を
そ
ば
だ
て
た
。
先
述
の
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ

ー
ク
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
か
れ
ら
は
呆
れ
か
え
っ
た
の
で
す
。
ロ
ダ
ン
は
人
を
か
つ
ぐ
ペ
テ
ン
師
だ
、

と
い
う
わ
け
で
す
。
“
祖
国
の
危
機
だ
″
と
い
う
叫
び
声
さ
え
あ
が
り
ま
し
た
。

（
中
略
）
　
こ
の
像
の
ま
わ
り
に
押
し
寄
せ
、
そ
れ
を
軽
蔑
し
、
こ
ぶ
し
で
お
ど

し
っ
け
て
い
る
群
衆
は
、
批
評
の
一
論
点
、
つ
ま
り
こ
ん
な
姿
勢
は
不
可
能
で

あ
り
、
こ
ん
な
垂
れ
布
を
ま
と
っ
た
肉
体
な
ど
存
在
し
得
な
い
、
と
い
う
点
で



完
全
に
同
意
し
て
い
ま
し
た
。
（
中
略
）
　
敵
意
を
含
ん
だ
批
評
家
は
、
ま
る
で

雪
だ
る
ま
だ
と
い
い
、
ド
ル
メ
ン
だ
と
い
い
、
ふ
く
ろ
う
だ
と
い
い
、
邪
神
だ

と
い
い
ま
し
た
。
（
中
略
）
　
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
が
人
々
を
あ
れ
ほ
ど
怒

ら
せ
た
真
の
理
由
は
、
そ
の
像
が
か
れ
ら
を
一
呑
み
に
し
て
、
か
れ
ら
の
意
見

な
ど
鼻
も
ひ
っ
か
け
な
い
、
と
い
う
印
象
を
与
え
た
こ
と
な
の
で
す
。
」

一
杯
の
ボ
ン
サ
ン
ス
。

1
こ
れ
が
！
バ
ル
ザ
ッ
ク
？
人
は
子
牛
　
（
注
∵
つ
す
の
ろ
の
意
）
　
と
言
う

だ
ろ
う
ー
」

し
か
し
、
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
の
右
側
プ
ロ
フ
ィ
ル
が
、
フ
ァ
ロ
ス
の

象
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
一
八
九
八
年
の
サ
ロ
ン
に
お
け
る
こ
の
像
の
初
展
示
以

来
、
一
部
の
人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
証
拠
を
示
そ
う
。

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
が
伝
え
る
同
年
四
月
三
〇
日
の
特
別
招
待
日
に
お
け
る
観

客
の
反
応
は
、
次
の
通
り
で
、
そ
こ
で
は
ま
だ
そ
れ
と
あ
か
ら
さ
ま
に
認
め
ら

（‖）

れ
な
い
。

し
か
し
、
シ
ャ
ン
シ
ョ
ル
に
よ
る
ロ
ダ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
　
（
フ
ィ
ガ

ロ
紙
一
八
九
八
年
五
月
一
二
日
号
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
の
セ
ー
ル
」
）
　
が
掲
載
さ

れ
る
と
批
評
も
微
妙
な
論
調
を
帯
び
た
。

ロ
ダ
ン
の
説
明
は
こ
う
で
あ
る
。

「
特
別
招
待
日
の
公
衆
に
よ
り
、
初
日
以
来
発
表
さ
れ
た
決
定
的
な
判

断
は
情
報
通
の
報
告
に
よ
る
と
、
こ
う
だ
。

－
こ
れ
が
バ
ル
ザ
ッ
ク
？
ま
さ
か
！
そ
れ
は
雪
だ
る
ま
だ
。

1
ひ
っ
く
り
返
る
よ
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
。

い
い
や
、
そ
れ
は
債
権
者
を
迎
え
入
れ
る
た
め
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
た
バ

ル
ザ
ッ
ク
だ
。

－
私
に
は
何
も
見
え
な
い
。

－
そ
れ
は
袋
に
入
っ
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
だ
。

－
眼
が
な
い
。

そ
し
て
最
後
。
目
璽
日
向
に
発
見
し
た
、
最
高
に
滑
稽
な
声
、
長
い
間
人

が
笑
い
、
そ
れ
ほ
ど
最
終
的
、
仰
天
、
一
種
の
優
れ
た
皮
肉
の
混
ざ
っ
た

「
今
、
私
が
説
明
す
る
こ
と
は
唯
一
、
頚
が
力
強
す
ぎ
る
こ
と
だ
。
私
は
そ

れ
を
大
き
く
成
長
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
私
の
考
え
で
は
現
代
彫
刻
は
モ

ラ
ル
の
点
で
も
、
フ
ォ
ル
ム
の
点
で
も
誇
張
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
頚
を
誇
張
す

る
こ
と
に
よ
り
、
私
は
力
を
表
現
し
た
い
と
望
ん
だ
の
だ
。
そ
の
仕
上
げ
が
私

の
考
え
を
越
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
認
め
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
キ
ミ
は
私
の
像

－92¶

を
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
右
側
に
身
を
置
き
、
台
座
か
ら
二
十
歩
離
れ
て
見
た
だ
ろ

う
か
？
」
　
（
傍
線
‥
筆
者
）

ロ
ダ
ン
自
身
に
よ
る
こ
の
言
及
を
紹
介
し
た
す
ぐ
後
で
、
シ
ャ
ン
シ
ョ
ル
は

「
そ
の
こ
と
は
世
間
の
噂
に
な
っ
て
い
る
。
」
と
続
け
て
い
る
。
別
の
論
評
が
、

そ
れ
に
続
く
。

「
遠
く
か
ら
で
も
、
像
は
私
を
虜
に
す
る
。
滑
稽
な
列
柱
の
両
腕
の
間
に
、

高
く
白
い
シ
ル
エ
ッ
ト
を
知
覚
し
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
そ
の
傾
斜
を
説
明
し
な

い
で
は
い
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
」
　
（
セ
ヴ
リ
ー
ヌ
、
レ
ク
レ
ー
ル
紙
一
八
九
八
年



（

1

3

一

五
月
一
九
日
号
）

「
最
後
に
、
垂
直
に
立
つ
列
柱
の
最
後
の
柱
の
輪
郭
の
せ
い
で
、
そ
こ
に
人

は
ハ
ッ
キ
リ
と
あ
る
も
の
を
知
覚
す
る
。
そ
れ
は
、
垂
直
で
は
な
く
、
ひ
っ
く

り
返
ら
ん
ば
か
り
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
だ
。
つ
い
に
、
ビ
オ
ン
デ
ィ
氏
の
ブ
ロ
ン
ズ

「
一
八
九
八
年
の
サ
ロ
ン
は
、
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
へ
の
我
々
の
賛
嘆

を
示
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
芸
術
の
歴
史
の
中
で
感
動
的
な
出
来
事
と
し
て

残
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
そ
の
作
品
は
絶
え
ず
（
完
成
を
）
請
求
さ
れ
、
偉
大
な

芸
術
家
が
そ
の
期
限
を
思
い
の
ま
ま
に
し
た
像
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
塊
で
あ
り
、
岩
で
あ
り
、
モ
ノ
リ
ス
で
あ
り
、

に
よ
る
酒
飲
み
の
傍
ら
に
あ
る
そ
の
像
の
右
側
に
導
き
、
フ
ー
ド
か
ら
は
み
出

す
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
惑
に
引
き
込
む
耽
美
主
義
者
の
到

来
だ
。
善
意
に
よ
り
、
観
者
は
マ
ジ
ッ
ク
ラ
ン
タ
ン
の
間
抜
け
男
の
よ
う
に
、

何
か
を
見
た
と
信
じ
る
が
、
そ
の
理
由
を
見
分
け
、
知
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
」

（
シ
ゼ
ラ
ン
ヌ
、
ル
ヴ
ユ
・
ド
・
モ
ン
ド
一
八
九
八
年
六
月
一
日
）

歴
史
の
中
に
点
在
し
人
間
の
大
き
な
発
展
段
階
を
画
す
る
円
柱
で
あ
る
。
」
　
（
傍

線
‥
筆
者
）

「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
で
彼
（
訳
注
‥
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
こ
と
）
　
が
到
達
し
た

普
遍
性
は
私
を
驚
か
せ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
創
造
主
の
力

以
上
、
意
志
以
上
の
も
の
だ
。
幻
視
家
の
ロ
ダ
ン
氏
が
極
め
て
力
強
く
制
作
し

た
マ
ス
ク
の
獣
性
を
通
じ
て
、
私
が
お
ぼ
ろ
げ
な
微
光
を
見
つ
け
た
よ
う
に
思

「
モ
ノ
リ
ス
」
「
円
柱
」
と
描
写
す
る
と
き
、
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
の
脳
裏
に
は
フ
ァ

ロ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ロ
ー
デ
ン

バ
ッ
ク
は
、
「
像
と
い
う
よ
り
は
、
一
種
の
奇
妙
な
モ
ノ
リ
ス
、
千
年
の
メ
ン

ヒ
ル
、
先
史
時
代
の
火
山
の
爆
発
の
気
ま
ぐ
れ
が
偶
然
つ
く
っ
た
人
間
の
顔
つ

き
」
　
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

モ
ノ
リ
ス
　
（
一
本
石
）
、
メ
ン
ヒ
ル
　
（
碑
状
の
巨
石
、
有
史
前
の
遺
物
）
　
は

男
根
、
男
ら
し
さ
、
生
殖
の
象
徴
で
あ
る
。
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え
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
だ
。
右
側
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
、
や
や
エ
ジ
プ
ト
風
の

擬
古
主
義
の
様
相
だ
け
で
、
知
的
な
情
熱
を
実
際
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

直
感
す
る
権
利
を
少
し
持
つ
公
衆
が
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
特
徴
の
思
い
が
け
な

ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
の
右
側
プ
ロ
フ
ィ
ル
に
隠
さ
れ
た
フ
ァ
ロ
ス
の
表

象
は
、
同
時
代
人
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

い
コ
ン
セ
プ
ト
を
前
に
し
て
、
ハ
ッ
と
し
て
退
く
の
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
な

い
。
」
　
（
ビ
エ
ン
ヌ
、
ル
ヴ
ユ
・
エ
ブ
ド
マ
デ
ー
ル
一
八
九
八
年
五
月
一
四
日
）

二
〇
世
紀
初
頭
、
ロ
ダ
ン
自
身
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

そ
し
て
、
ロ
ダ
ン
を
賛
嘆
す
る
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
ギ
ユ
ス
タ
ー
ヴ
・

ジ
ェ
フ
ロ
ワ
は
、
サ
ロ
ン
の
開
催
の
前
に
す
で
に
以
下
の
内
容
を
含
む
記
事
を

（
1
6
）

発
表
し
て
い
た
。

バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
「
自
分
自
身
の
も
の
」
と
し
て
自
宅
に
持
ち

帰
っ
た
ロ
ダ
ン
が
、
再
び
そ
れ
を
公
開
し
た
の
は
、
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
会

場
に
隣
接
し
た
ア
ル
マ
広
場
に
特
設
さ
れ
た
ロ
ダ
ン
館
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ



の
館
に
は
、
《
地
獄
の
門
》
　
（
部
分
像
を
殆
ど
外
し
た
も
の
）
、
そ
れ
か
ら
派

生
し
た
独
立
作
品
と
し
て
の
《
考
え
る
人
》
、
《
カ
レ
ー
の
市
民
》
、
登
日
鋼

時
代
》
、
《
ユ
ー
ゴ
ー
記
念
碑
》
な
ど
の
代
表
作
を
含
む
一
六
五
点
の
作
品
が

出
品
さ
れ
た
が
、
そ
の
最
も
人
目
を
惹
く
中
央
通
路
の
真
ん
中
に
展
示
さ
れ
た

の
は
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
だ
っ
た
。
入
場
者
は
、
入
り
口
に
あ
る
、
《
カ
レ
ー
の

市
民
》
　
の
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ツ
サ
ン
の
ヌ
ー
ド
習
作
を
通
り
過
ぎ
る
と
、

真
正
面
に
立
つ
　
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
　
に
直
面
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
残
さ
れ
た
展

示
館
の
内
部
写
真
で
見
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
1
～
2
を
除
い
て
す
べ
て
右
側
プ

ロ
フ
ィ
ル
で
あ
る
。
ア
ル
マ
の
ロ
ダ
ン
館
は
幅
2
0
メ
ー
ト
ル
強
で
、
そ
の
中
央

に
置
か
れ
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
は
、
台
の
上
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
ロ
ダ
ン

が
シ
ャ
ン
シ
ョ
ル
に
語
っ
た
　
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
右
側
に
身
を
置
き
、
台
座
か
ら

2
0
歩
離
れ
て
」
見
る
と
い
う
条
件
よ
り
は
、
少
し
像
に
近
寄
っ
て
見
ざ
る
を
得

一
九
〇
八
年
、
彼
は
、
ル
・

マ
タ
ン
紙
七
月
二
二
日
号
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
、
思

い
切
っ
た
発
言
を
し
た
。
「
人

が
嘲
笑
い
、
破
壊
で
き
な
い

た
め
し
つ
こ
く
笑
い
も
の
に

し
た
、
こ
の
作
品
は
、
私
の

全
人
生
の
成
果
で
あ
り
、
私

の
美
学
の
軸
そ
の
も
の
で
あ

（
2
0
）

る
。
」

～

，

～

／

i　　　　　　一・∴■■

図4　アルマ広場のロダン館の中央は

《バルザック≫だった。

な
い
　
（
仮
に
1
歩
を
8
0
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
と
す
れ
ば
ロ
ダ
ン
の

指
定
は
約
1
5
～
6
メ
ー
ト
ル
）

が
、
そ
れ
で
も
、
プ
ロ
フ
ィ
ル

を
フ
ァ
ロ
ス
と
し
て
認
識
す
る

に
は
十
分
な
距
離
が
館
内
で
確

保
さ
れ
て
い
た
。
（
写
真
お
よ

び
平
面
プ
ラ
ン
参
照
）

そ
し
て
彼
は
、
ム
ー
ド
ン

の
自
宅
敷
地
内
に
台
座
を
設
置
し
、

屋
外
で
の
写
真
撮
影
を
企
画
し
た
。

‘

■

∫

＿

雷

と

g

l

一

一

l

l

l

詔

彗

r

〟

〟

リ

l

■

賀

寿

図5　ロダン館の平面プラン。中央に置かれ

た《バルザック≫は右側から遠望する
余地を充分に与えられていた。

そ
の
上
に
　
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
を
載
せ
て
、

順
序
は
不
明
だ
が
、
3
人
が
撮
影
を
行
っ

－94－

ロ
ダ
ン
が
　
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」

を
サ
ロ
ン
に
展
示
し
、
自
宅
に

引
き
取
っ
て
か
ら
一
〇
年
後
の

た
。
す
で
に
著
名
な
ビ
ク
ト
リ
ア
リ
ス
ト
の
ス
タ
イ
ケ
ン
。
芸
術
作
品
複
製
の

プ
ロ
、
ピ
エ
ロ
ズ
。
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
で
ブ
ロ
ン
ズ
の
色
づ
け
師
、
リ
メ
で

あ
る
。リ
メ
は
一
九
〇
〇
年
来
ロ
ダ
ン
の
作
品
を
数
多
く
撮
影
し
て
い
る
が
、
奇
妙

な
こ
と
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
だ
け
を
撮
影
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
右
側
プ
ロ
フ
ィ

ル
を
、
ほ
ぼ
2
0
歩
の
位
置
か
ら
撮
影
し
、
粗
い
解
像
度
の
プ
リ
ン
ト
を
制
作
し

て
い
る
。

ピ
エ
ロ
ズ
の
作
品
は
、
そ
れ
よ
り
解
像
度
が
高
く
、
お
そ
ら
く
午
後
遅
く
の

昼
光
で
撮
影
さ
れ
、
背
面
お
よ
び
、
ほ
ぼ
2
0
歩
の
距
離
か
ら
遠
望
し
た
も
の
と
、

さ
ら
に
近
く
に
寄
っ
て
撮
影
し
た
も
の
の
計
3
枚
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前

2
枚
に
つ
い
て
は
、
ロ
ダ
ン
美
術
館
の
《
一
八
九
八
‥
バ
ル
ザ
ッ
ク
・
ド
・
ロ



ダ
ン
》
展
カ
タ
ロ
グ
に
《
月
明
か
り
を
浴
び
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
》
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
背
景
や
人
物
か
ら
見
て
、
昼
光
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
に
間
違
い

な
い
。
お
そ
ら
く
一
九
〇
八
年
当
時
の
ロ
ダ
ン
の
秘
書
が
誤
記
し
た
タ
イ
ト
ル

を
カ
タ
ロ
グ
編
集
者
が
採
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
ひ

図6　リメ撮影の《バルザック≫

後
に
　
（
一
九
四
七
年
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
（
M
O
M
A
）
　
の
写
真

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
ス
タ
イ
ケ
ン
は
、
撮
影
当
時
2
9
才
。

以
前
よ
り
、
ト
ー
ロ
ッ
プ
の
紹
介
で
ロ
ダ
ン
の
知
己
を
得
て
ア
ト
リ
エ
に
出
入

り
し
、
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
素
描
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
え
る
親
し
い
関
係
だ
っ
た
。

彼
は
、
夜
の
光
で
撮
影
で
き
な
い
か
と
い
う
槌
才
の
ロ
ダ
ン
の
注
文
に
応
じ
、

不
可
能
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
。
ス
タ
イ
ケ
ン
が
ア
ン
グ
ル
を
探
す
間
、

ロ
ダ
ン
は
一
歩
一
歩
彼
に
続
い
た
。
ス
タ
イ
ケ
ン
は
、
ロ
ダ
ン
が
眠
っ
て
い
る

間
に
二
晩
を
か
け
、
月
明
か
り
の
中
で
、
最
初
の
晩
は
お
そ
ら
く
露
出
テ
ス
ト
、

最
後
の
晩
に
、
彼
と
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
有
名
に
し
た
一
連
の
作
品
を
撮

影
し
た
。
当
時
の
写
真
は
、
ど
の
よ
う
な
素
材
、
感
材
、
ブ
ラ
シ
修
正
で
プ
リ

ン
ト
に
仕
上
げ
る
か
が
、
写
真
家
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
り
、
美
的
セ
ン
ス
の
要

求
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
し
て
ロ
ダ
ン
は
、
朝
食
の
ナ
プ
キ
ン
の
下
に
一

〇
〇
〇
フ
ラ
ン
を
し
の
ぼ
せ
、
プ
リ
ン
ト
の
仕
上
げ
前
か
ら
ス
タ
イ
ケ
ン
の
労

に
報
い
た
。
「
ロ
ダ
ン
は
自
分
の
両
脚
の
下
に
陳
列
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
作
品
を
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図7　ビュロズ撮影の《バルザック≫

目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
、
感
動

を
隠
せ
な
か
っ
た
。
“
こ
れ
は
砂

漠
を
歩
む
キ
リ
ス
ト
だ
。
”
と
彼

は
言
い
、
長
い
沈
黙
の
後
、
言
葉

を
続
け
る
前
に
ス
タ
イ
ケ
ン
の
両

肩
を
抱
き
、
初
め
て
言
っ
た
。

“
あ
な
た
の
写
真
は
、
私
の
バ
ル

ザ
ッ
ク
の
世
界
を
理
解
さ
せ

（
2
2
）

る
。
”
」

図8　月明かりに浮かぶ《バルザック≫の

シルエット。撼影スタイケン。



そ
し
て
、
ス
タ
イ
ケ
ン
が
心
血
を
注
い
だ
一
連
の
作
品
の
中
に
は
、
月
明
か

り
を
背
景
に
ク
ツ
キ
リ
と
右
側
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
シ
ル
エ
ッ
ト
で
見
せ
る
一
枚
の

バ
ル
ザ
ッ
ク
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
数
々
の
展
覧
会
へ
の
出
品

や
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
ロ
ダ
ン
の
思
惑
通
り
、
彼
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
像

を
改
め
て
世
界
に
紹
介
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
世
紀
後
半
、
フ
ア
ロ
ス
と
し
て
の
認
識

ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
一
九
三
九
年
に
、
当
初
計
画
さ

れ
て
い
た
、
パ
レ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
で
は
な
く
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
大
通
り
と
ラ
ス

パ
イ
ユ
大
通
り
の
角
、
有
名
な
カ
フ
ェ
、
ラ
・
ロ
ト
ン
ド
前
の
小
広
場
に
設
置

さ
れ
た
。
一
九
五
二
年
に
は
、
ロ
ダ
ン
美
術
館
館
長
で
、
そ
の
資
料
に
他
の
研

究
者
の
ア
ク
セ
ス
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
悪
名
高
い
ゴ
ー
ル
ド
シ
ャ
イ
ダ
ー

の
　
「
一
作
品
の
創
生
、
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
と
題
す
る
論
文
が
、
ラ
・
ル

ヴ
ユ
・
デ
ザ
ー
ル
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
十
分
な
も
の
で
は
な
い
と
、
ジ
ャ
ッ

ク
・
デ
・
カ
ソ
は
、
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
一
九
六
四
年
六
月
号
の
　
「
ロ

ダ
ン
と
バ
ル
ザ
ッ
ク
崇
拝
」
と
題
す
る
論
文
の
注
釈
で
述
べ
て
い
る
。
デ
・

カ
ソ
の
論
文
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
記
念
碑
の
企
画
の
経
過
か
ら
、
ロ
ダ
ン
の
バ
ル

ザ
ッ
ク
が
注
文
主
の
文
芸
家
協
会
の
拒
否
に
あ
い
、
そ
の
後
を
フ
ァ
ル
ギ
エ
ー

ル
が
引
き
受
け
て
一
九
〇
二
年
に
除
幕
す
る
ま
で
を
簡
潔
に
叙
述
し
た
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
新
し
い
　
「
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
研
究
の
幕
が
切
っ
て
お

ろ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
、
本
論
文
の
主
テ
ー
マ
で
あ
る
、
「
フ
ァ

ロ
ス
と
し
て
の
表
象
」
　
に
関
す
る
記
述
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
教
授
だ
っ
た
デ
・
カ
ソ
は
、
ロ
ー

ド
ア
イ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
学
校
の
美
術
館
が
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
《
エ
チ

ュ
ー
ド
C
》
を
取
得
し
た
際
、
こ
の
学
校
の
ブ
レ
テ
ィ
ン
（
一
九
六
六
年
五
月
）

に
　
「
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
と
ロ
ダ
ン
」
と
題
す
る
論
文
を
寄
稿

し
た
。
こ
の
論
文
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
当
然
に
、
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
創

生
に
お
け
る
《
エ
チ
ュ
ー
ド
C
》
　
の
位
置
づ
け
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
て
い
る

が
、
自
然
主
義
対
象
徴
主
義
の
対
立
の
影
響
を
提
起
し
て
興
味
深
い
。
し
か
し

「
フ
ァ
ロ
ス
と
し
て
の
表
象
」
　
に
関
す
る
記
述
は
、
や
は
り
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

デ
・
カ
ソ
の
論
文
に
触
発
さ
れ
て
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ア
ル
バ
ー

ト
・
エ
ル
セ
ン
教
授
は
、
一
九
六
七
年
五
月
号
の
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
マ
ガ
ジ
ン

に
　
「
ロ
ダ
ン
の
裸
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
。
し
か
し
、
エ

ル
セ
ン
の
論
文
は
題
名
の
如
く
、
《
エ
チ
ュ
ー
ド
C
》
に
ポ
イ
ン
ト
が
絞
ら
れ
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
最
終
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
記
念
碑
の
　
「
フ
ァ
ロ
ス
の
表
象
」

に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

ロ
ダ
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
《
エ
チ
ュ
ー
ド
F
》
に
お
い
て
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
性

的
な
ポ
テ
ン
シ
ー
を
、
左
手
を
添
え
た
右
手
に
握
る
フ
ァ
ロ
ス
で
表
現
し
て
い

る
。
ロ
ダ
ン
の
優
れ
た
研
究
者
ル
ー
ス
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
こ
の
こ
と
に
最
初
に

気
づ
い
た
の
は
一
九
六
五
年
の
エ
ル
セ
ン
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

一
九
八
六
年
、
カ
テ
リ
ー
ヌ
・
ラ
ン
ペ
ー
ル
は
、
イ
エ
ー
ル
大
学
出
版
の

『
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
と
素
描
』
　
の
中
で
最
終
作
品
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
記
述
を

し
て
い
る
。
「
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
も
、
ま
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
に
も
、
彼
は
そ

の
ア
イ
デ
ア
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
潜
在
意

識
表
現
の
ユ
ニ
ー
ク
な
驚
き
で
あ
り
、
そ
の
元
は
ゴ
シ
ッ
ク
だ
が
、
そ
の
モ
ノ

リ
ス
の
よ
う
な
単
純
さ
に
お
い
て
リ
ン
ガ
に
似
て
い
る
。
」

前
掲
ル
ー
ス
・
バ
ト
ラ
ー
は
ボ
ス
ト
ン
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
の
名
誉
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教
授
で
あ
り
、
そ
の
力
作
『
ロ
ダ
ン
、
天
才
の
形
』
　
（
一
九
九
三
年
に
発
表
）

で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
群
衆
は
、
こ
の
よ
う
な
カ
ー
常
な
ら
ぬ
シ
ン
プ
ル

さ
、
徹
底
的
な
非
対
称
、
強
い
が
抑
圧
さ
れ
た
ム
ー
ブ
マ
ン
、
激
し
く
表
現
的

な
顔
面
、
奇
妙
な
フ
ァ
ロ
ス
の
よ
う
な
フ
ォ
ル
ム
を
持
つ
像
に
直
面
し
た
時
、

へ

2

8

）

激
昂
し
た
。
」

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
教
授
、
ア
ン
・
ワ
グ
ナ
ー
は

B
B
C
一
九
九
四
年
制
作
の
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
ヴ
ア
ー
シ
テ
ィ
　
『
ロ
ダ
ン
』
　
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
さ
ら
に
直
裁
に
述
べ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
後
の
構
想
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
歴
史
上
の
ボ
デ
ィ
に
こ

だ
わ
ら
な
い
も
の
で
し
た
。
た
だ
、
お
お
ま
か
な
ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
な
頭
が
、

フ
ォ
ル
ム
を
覆
う
ロ
ー
ブ
の
折
り
目
か
ら
表
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。
こ
の
、
男

性
の
ポ
テ
ン
シ
ー
だ
け
が
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
想
起
さ
せ
る
と
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
は
宣

言
し
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
体
の
構
成
要
素
は
、
フ
ァ
リ

ッ
ク
な
サ
イ
ン
の
た
め
に
全
く
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
」

「
私
は
す
で
に
、
こ
の
像
を
フ
ァ
リ
ッ
ク
だ
と
呼
び
ま
し
た
。
そ
の
通
り
で

す
。
さ
ら
に
、
顕
著
な
の
は
、
最
終
作
品
に
至
る
念
入
り
な
段
階
の
作
業
で
、

そ
の
質
が
い
か
に
注
意
深
く
発
展
、
リ
フ
ァ
イ
ン
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
彫
刻
家
は
、
最
初
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
歴
史
上
の
姿
態
を
文
字
通
り
再
現

し
ょ
う
と
す
る
努
力
に
、
ほ
と
ん
ど
マ
ニ
ア
ッ
ク
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
つ
き
の
短
足
と
、
そ
の
後
の
不
摂
生
に
よ
る
お
腹
の
出
た
体
型
に
、
で

す
。制
作
が
進
行
す
る
と
、
奇
妙
な
変
形
が
起
こ
り
、
歴
史
に
由
来
す
る
こ
の
体

か
ら
除
去
が
始
ま
り
、
最
終
作
品
が
提
示
す
る
作
家
と
フ
ァ
ロ
ス
の
等
式
化
に

向
か
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
つ
の
試
作
で
は
、
像
の
脚
の
間
に
あ
る
堅
固
な

量
感
の
錐
体
が
性
器
と
文
字
通
り
、
一
体
化
し
て
い
ま
す
。
別
の
試
作
で
は
像

の
唯
一
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
自
慰
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
す
。
そ
の
よ
う
な
戦
略
は
、

も
ち
ろ
ん
ボ
デ
ィ
を
男
性
ら
し
さ
と
等
式
化
し
て
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
多
様
な
身

体
的
特
徴
を
そ
の
等
式
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
提
起
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
半
ば
常
識
化
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
　
（
M
O
M
A
）
　
に
は
《
エ
チ
ュ
ー
ド

C
》
の
縮
小
版
と
高
さ
二
七
〇
セ
ン
チ
に
も
な
る
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
》
の
二
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
八
四
年
発
行
の
豪
華
な
所
蔵
作
品

集
の
彫
刻
の
部
の
解
説
に
は
以
下
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
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「
ほ
と
ん
ど
フ
ァ
リ
ッ
ク
な
フ
ォ
ル
ム
で
、
小
説
家
の
像
は
、
巨
大
な
頭
を

ガ
ル
ガ
ン
チ
ェ
ア
風
の
外
套
の
乱
暴
な
膨
ら
み
の
頂
点
と
し
て
、
作
家
の
造
物

主
性
、
巨
大
な
創
造
力
を
識
別
さ
せ
る
機
会
を
ロ
ダ
ン
に
与
え
た
。
」

ま
た
同
じ
く
M
O
M
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
二
〇
〇
二
年
の
時
点
で
《
バ

ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
に
次
の
よ
う
な
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
こ
の
作
品
の
た
め
の
習
作
の
い
く
つ
か
は
ヌ
ー
ド
で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ

ダ
ン
は
最
後
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
執
筆
時
に
好
ん
で
着
用
し
た
化
粧
着
に
ヒ
ン
ト

を
得
た
ロ
ー
ブ
を
こ
の
像
に
着
せ
た
。
そ
の
効
果
は
こ
の
像
を
、
一
つ
の
モ
ノ

リ
ス
、
一
つ
の
フ
ァ
リ
ッ
ク
な
、
そ
の
上
に
頭
と
顔
を
示
す
ご
つ
ご
つ
し
た
縁



と
凹
み
を
持
つ
、
上
方
へ
突
き
上
げ
る
フ
ォ
ル
ム
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
バ
ル

ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
作
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
天
才
の
視
覚
的
な
メ
タ
フ
ァ

1

3

1

ノ

ー
な
の
だ
。
」

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術
館
の
カ
ン
タ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
の
作
品
を
網
羅
し

た
ロ
ダ
ン
展
が
二
〇
〇
二
年
九
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
四
月
に
か
け
て
、
日
本
の

各
地
で
開
か
れ
た
。
そ
の
カ
タ
ロ
グ
一
二
〇
ペ
ー
ジ
に
は
次
の
よ
う
な
注
目
す

べ
き
解
説
が
あ
る
。

「
石
膏
に
よ
る
最
終
作
で
ロ
ダ
ン
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
単
純
化
さ
れ
た
シ
ル
エ

ッ
ト
の
中
に
男
根
の
暗
喩
を
し
の
ば
せ
て
い
る
。
作
品
を
見
る
角
度
に
よ
っ
て

は
必
ず
し
も
明
白
で
な
い
こ
う
し
た
側
面
も
、
ロ
ダ
ン
が
一
九
〇
八
年
に
ア
メ

リ
カ
人
写
真
家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
タ
イ
ケ
ン
に
撮
影
さ
せ
た
写
真
で
は
否
定
し

ょ
う
が
な
い
。
そ
の
堂
々
た
る
柱
体
が
置
か
れ
た
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
、

暗
示
的
な
場
面
設
定
は
、
彫
刻
家
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
夜
間
の
創
造
的
行
為

と
い
う
発
想
に
、
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
だ
っ
た
と
言
え
る
。
」

私
は
こ
の
解
説
が
、
我
が
国
で
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
全
体
が
「
フ
ァ
ロ
ス
の
象
徴
」

で
あ
る
こ
と
を
公
に
述
べ
た
晴
夫
と
考
え
る
。
ラ
イ
タ
ー
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ

ア
コ
ス
。

本
稿
の
こ
の
部
分
を
し
め
く
く
る
の
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
エ
ル
セ
ン
教
授
の

遺
作
『
ロ
ダ
ン
の
芸
術
』
の
中
で
彼
が
「
オ
ノ
レ
・
ド
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
記
念
碑
」

に
寄
せ
た
一
文
だ
。

期
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
意
義
を
彫
刻
全
体
に
投
じ
た
も
の
で
、
自
分
自
身
の
世

界
の
創
造
者
と
し
て
の
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
生
殖
力
の
イ
メ
ー
ジ
と
一
致
す
る
。

（
中
略
）
　
彼
の
頭
部
は
創
造
的
な
パ
ワ
ー
の
水
源
と
な
り
、
ま
た
一
種
の
フ
ロ

イ
ト
的
な
上
方
へ
の
移
動
に
よ
り
、
以
前
の
頭
部
の
な
い
ヌ
ー
ド
習
作
に
見
ら

れ
る
性
的
な
強
調
を
継
承
し
て
い
る
。
生
命
の
力
に
最
も
執
着
し
て
い
た
彫
刻

家
か
ら
の
、
創
造
者
と
し
て
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
能
力
に
ふ
さ
わ
し
い
贈
り
物
と

し
て
、
こ
れ
以
上
の
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
ロ
ダ
ン
は
作
家
の
肖
像
を
創
造

の
シ
ン
ボ
ル
に
高
め
、
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
対
す
る
最
も
初
期
の
意
図
を
達

（
3
2
）

成
し
た
の
だ
。
」

な
お
、
エ
ル
セ
ン
は
三
八
三
ペ
ー
ジ
で
、
前
出
シ
ャ
ン
シ
ョ
ル
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
記
事
を
引
用
し
、
「
あ
な
た
方
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
右
、
台
座
か
ら
二
〇
フ

ィ
ー
ト
の
場
所
に
身
を
置
い
て
私
の
像
を
見
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
」
と

英
訳
し
て
い
る
。
（
傍
線
‥
筆
者
）
　
原
文
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、
こ
の
箇
所

は
”
5
．
n
瞥
p
a
s
“
と
書
か
れ
て
あ
り
、
こ
れ
は
2
0
歩
で
、
エ
ル
セ
ン
の
言
う
二

〇
フ
ィ
ー
ト
の
約
2
～
3
倍
の
距
離
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ

の
よ
う
に
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
、
フ
ァ
ロ
ス
の
象
徴
と
し
て
の
側
面
を
持

つ
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ダ
ン
研
究
者
の
間
で
は
、
常
識
化
し
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ダ
ン
美
術
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
た
ち
は
、
こ

の
話
題
を
敬
遠
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
、
一
九
九
八
年
刊
の
公
式

カ
タ
ロ
グ
　
『
－
∞
浣
‥
B
a
－
z
a
c
d
e
R
O
d
i
n
』
　
に
記
載
さ
れ
た
論
文
や
解
説
に
は
、

そ
の
よ
う
な
記
述
は
い
っ
さ
い
見
ら
れ
な
い
。
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「
意
識
し
た
か
し
な
い
か
に
拘
わ
ら
ず
、
最
終
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
側
面
か
ら
の

眺
め
は
フ
ァ
リ
ッ
ク
な
形
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
手
が
ペ
ニ
ス
を
握
る
初



ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
制
作
過
程

ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
フ
ァ
ロ
ス
の
表
象
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
こ
と
を

認
め
る
な
ら
、
次
の
課
題
は
、
彼
が
そ
の
制
作
過
程
で
、
何
時
、
何
故
に
そ
の

着
想
を
得
た
か
に
移
る
。

バ
ル
ザ
ッ
ク
像
の
制
作
者
と
し
て
先
に
指
名
さ
れ
て
い
た
シ
ャ
ピ
ユ
の
死
亡

に
よ
り
、
ロ
ダ
ン
は
一
八
九
一
年
に
、
文
芸
家
協
会
か
ら
制
作
の
依
頼
を
受
け

る
。
そ
の
指
名
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
文
芸
家
協
会
会
長
で
あ
っ
た
ゾ
ラ
の
働

き
か
け
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
自
然
主
義
文
学
の
巨
匠
ゾ
ラ

は
、
迫
真
的
な
彫
刻
家
ロ
ダ
ン
を
高
く
評
価
し
、
自
分
の
会
長
任
期
中
に
ロ
ダ

ン
に
よ
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
が
完
成
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
た
ひ

介
し
て
も
ら
い
、
彼
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
多
く
の
マ
ケ
ッ
ト
や
頭
部
の
モ
デ
リ

ン
グ
を
試
作
。
パ
リ
に
持
ち
帰
っ
た
。
仕
立
屋
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
寸
法
表
を
保

管
し
て
い
て
、
体
型
の
実
証
と
な
っ
た
。
（
ウ
エ
ス
ト
一
〇
四
セ
ン
チ
、
ズ
ボ

ン
股
下
六
八
セ
ン
チ
）

第
一
期
　
（
一
八
九
一
～
九
三
年
）

ロ
ダ
ン
は
一
八
九
一
年
当
時
《
カ
レ
ー
の
市
民
》
、
《
地
獄
の
門
》
、
《
ヴ

ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
を
受
注
し
て
多
忙
の
中
、
バ
ル
ザ
ッ

ク
像
の
制
作
に
直
ち
に
、
精
力
的
に
着
手
す
る
。

バ
ル
ザ
ッ
ク
は
死
後
4
1
年
を
経
過
し
て
い
た
の
で
、
生
き
た
モ
デ
ル
か
ら
エ

チ
ュ
ー
ド
を
制
作
す
る
と
い
う
ロ
ダ
ン
得
意
の
手
法
を
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、

彼
は
友
人
、
知
人
の
助
力
を
得
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
関
す
る
絵
、
写
真
、
文
献
資

料
を
大
量
に
集
め
た
。
同
時
に
、
カ
ミ
ー
ユ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
と
の
恋
の
逃
避
行

で
従
来
か
ら
な
じ
み
の
あ
っ
た
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
生
地
ト
ウ
ー
ル
に
彼
の
面
影

を
求
め
て
取
材
旅
行
を
し
た
。

バ
ル
ザ
ッ
ク
が
一
八
四
八
年
に
二
月
革
命
を
ト
ウ
ー
ル
に
逃
れ
た
際
に
彼
の

服
を
仕
立
て
た
男
か
ら
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
生
き
写
し
の
運
送
屋
エ
ス
タ
ジ
エ
を
紹

図9　バルザック生き写しとされた

トウールの運送屋エスタジェ
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ロ
ダ
ン
は
、
三
つ
の
エ
ス
キ
ー
ス
か
ら
、
発
注
主
の
文
芸
家
協
会
の
承
認
を

得
て
方
向
を
決
定
し
、
《
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
着
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
》
　
《
修
道
僧

の
服
を
着
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
》
な
ど
が
制
作
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
ロ
ダ
ン
の
バ
ル

ザ
ッ
ク
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
一
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
推
測
で
き
る
。
彼
は
バ

ル
ザ
ッ
ク
を
「
人
間
喜
劇
と
い
う
独
自
の
世
界
を
生
ん
だ
創
造
主
」
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
し
、
し
か
も
類
似
　
（
ル
サ
ン
ブ
ラ
ン
ス
）
　
あ
る
い
は
、
外
形
的
な
そ
れ

ら
し
さ
　
（
ラ
イ
ク
ネ
ス
）
　
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
。

こ
の
間
の
研
究
は
《
裸
の
エ
チ
ュ
ー
ド
C
》
と
し
て
結
実
し
た
。
「
ス
ペ
ー

ド
の
エ
ー
ス
の
半
割
」
と
称
さ
れ
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
肥
満
体
に
こ
だ
わ
っ
た



《
裸
の
エ
チ
ュ
ー
ド
C
》
は
、
ロ
ダ
ン
白
身
が
　
「
そ
れ
は
非
常
に
美
し
い
！
」

と
感
じ
た
自
信
作
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
エ
チ
ュ
ー
ド
は
友
人
た
ち
に
は
な
は
だ
不
評
だ
っ
た
。
腹
の

出
て
い
な
い
、
も
っ
と
若
い
頃
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
表
現
し
て
何
が
悪
い
と
の
、

友
人
の
シ
ャ
ン
シ
ョ
ル
か
ら
声
も
あ
り
、
ロ
ダ
ン
は
迷
い
出
す
。
バ
ル
ザ
ッ
ク

の
若
い
頃
の
肖
像
に
基
づ
い
た
作
品
も
試
作
し
、
最
後
ま
で
、
《
裸
の
エ
チ
ュ
ー

ド
C
》
を
ベ
ー
ス
に
し
た
プ
ラ
ン
の
提
案
を
続
け
た
が
、
試
作
に
と
ど
ま
っ
た
。

図11ロダンによるデッサンの一枚　　　図10　裸の《エチュードC≫

第
二
期
　
二
八
九
四
～
九
丘
）

カ
ミ
ー
ユ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
と
の
愛
の
破
綻
、
肥
満
体
モ
デ
ル
の
失
踪
も
あ
り
、

し
ば
ら
く
ス
ラ
ン
プ
に
陥
る
。
一
八
九
巳
年
に
は
文
芸
家
協
会
と
も
め
、
発
注

キ
ャ
ン
セ
ル
寸
前
ま
で
行
く
が
、
ゾ
ラ
の
後
任
の
会
長
エ
カ
ー
ル
の
尽
力
で
注

文
は
続
行
さ
れ
る
。
こ
の
頃
は
、
薔
薇
十
字
の
主
催
者
ペ
ラ
グ
ン
等
の
サ
ン
ボ

リ
ス
ト
の
支
持
を
受
け
た
ア
マ
チ
ュ
ア
彫
刻
家
マ
ル
ケ
・
ド
・
ヴ
ァ
ス
ロ
ー
の

暗
躍
が
あ
り
、
一
八
九
六
年
に
は
そ
の
ヴ
ァ
ス
ロ
ー
の
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
ス
フ
ィ

ン
ク
ス
》
が
▲
■
八
九
九
年
の
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
用
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は

サ
ン
ボ
リ
ス
ト
た
ち
の
絶
賛
を
得
た
が
、
▲
般
に
は
、
極
め
て
不
評
だ
っ
た
。図2　マルケ・ド・ヴァスロー

《バルザックスフィンクス≫
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第
三
期
　
（
▲
八
九
五
～
九
八
）

失
踪
し
た
肥
満
体
の
モ
デ
ル
に
代
わ
り
、
当
時
同
時
進
行
し
て
い
た
《
カ
レ

ー
の
市
民
》
ジ
ャ
ン
・
デ
ー
ル
の
モ
デ
ル
に
よ
り
、
ベ
ー
ス
と
な
る
裸
体
を
方

針
転
換
し
た
。
よ
り
ス
リ
ム
で
筋
肉
質
の
モ
デ
ル
が
、
両
手
で
性
器
を
つ
か
み
、

そ
れ
を
胴
体
の
前
に
つ
き
だ
し
た
《
エ
チ
ュ
ー
ド
F
》
が
登
場
。
こ
の
裸
体
像



が
6
体
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
衣
装
を
着
せ
て
研
究
し
た
。
一
枚
の
布
を
切

断
し
て
い
ろ
い
ろ
な
着
せ
方
を
し
、
石
膏
で
固
め
る
。
最
後
は
袖
を
通
さ
な
い

実
際
の
ロ
ー
ブ
を
石
膏
に
浸
し
、
最
終
的
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
に
着
せ
る
ロ
ー
ブ

の
原
型
を
得
る
。
そ
の
間
、
体
は
後
方
に
傾
け
ら
れ
、
両
手
は
ま
す
ま
す
前
に

突
き
出
た
。
ロ
ー
ブ
を
着
せ
る
と
、
結
果
的
に
腹
の
突
き
出
た
初
期
の
イ
メ
ー

ジ
が
継
承
さ
れ
た
。

別
個
に
制
作
さ
れ
て
い
た
頭
部
を
載
せ
、
最
終
作
晶
の
原
型
が
完
成
し
た
。

（
高
さ
一
〇
七
セ
ン
チ
）

ア
ン
リ
・
ル
ポ
セ
の
工
房
で
、
原
型
を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
サ
イ
ズ
に
拡
大
（
二

七
〇
セ
ン
チ
）
。
そ
れ
に
ロ
ダ
ン
が
再
び
手
を
加
え
、
さ
ら
に
型
取
り
し
て
、

《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
石
膏
像
が
完
成
し
た
ひ

ロ
ダ
ン
に
よ
る
手
直
し
の
」
⊥
程
に
関
し
て
は
、
シ
ャ
ン
シ
ョ
ル
が
フ
ィ
ガ
ロ

一
八
九
八
年
三
月
一
九
日
号
に
掲
載
し
た
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
」
と
い
う
評
論
が

伝
え
て
い
る
。

「
（
前
略
）
熟
練
職
人
が
、
足
場
の
卜
で
、
決
定
版
の
モ
デ
リ
ン
グ
を
組
み
立

て
る
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
彼
は
生
み
出
さ
れ
た
効
果
を
、
確
か
に
判
断
す

る
。
像
が
片
方
へ
傾
き
す
ぎ
る
と
、
く
さ
び
の
助
け
を
借
り
、
付
け
足
し
た
り
、

あ
る
い
は
削
っ
た
り
し
て
、
そ
の
動
き
を
修
正
す
る
。
そ
れ
か
ら
彼
は
、
そ
れ

プ
ア
ロ
ス
の
表
象
に
い
た
る
、
エ
チ
ュ
ー
ド
の
形
態
変
化

ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
最
終
段
階
の
出
発
点
と
な
る
の
は
、
「
ヌ
ー
ド
F

の
二
度
臼
の
エ
チ
ュ
ー
ド
、
い
わ
ゆ
る
闘
技
士
」
で
あ
る
。
そ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像

は
、
我
が
国
で
は
静
岡
県
立
美
術
館
の
ロ
ダ
ン
ウ
イ
ン
グ
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
頭
は
カ
ッ
ト
さ
れ
、
左
足
を
前
に
踏
み
出
し
、
右
手
は
フ
ァ
ロ
ス
を
握
り

し
め
、
左
手
は
右
手
首
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ダ
ン
美
術
館
の
作
品
番
号
は

S
L
詔
、
一
九
九
八
年
の
　
「
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
展
」
で
の
カ
タ
ロ
グ
番
号

は
9
1
で
一
八
九
六
年
の
作
と
さ
れ
る
ひ

を
鋳
造
者
に
引
き
渡
す
。
右
側
で
、
台
座
か
ら
出
現
さ
せ
た
い
と
思
う
、
総
合

図13　静岡県立美術館のバルザックは

《エチュードF≫。S．178
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的
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
関
し
て
決
定
に
達
す
る
の
は
、
外
気
の
中
に
お
い
て
の
み
で

あ
る
。
（
後
略
）
」
　
（
傍
線
‥
筆
者
）

こ
の
裸
の
エ
チ
ュ
ー
ド
F
に
、
実
物
の
布
を
石
膏
に
浸
し
て
被
せ
、
頭
部
を

つ
け
た
エ
チ
ュ
ー
ド
が
カ
タ
ロ
グ
番
号
9
4
、
作
品
番
号
S
．
N
∞
会
で
あ
る
。
モ
ラ

ー
ル
が
助
手
と
な
っ
て
布
を
着
せ
た
六
体
の
う
ち
現
存
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ

、
4
0
）

る
。



図14　布を被せ、頭部を付けたエチュードF。S．2844

カ
タ
ロ
グ
番
号
－
○
彗
作
品
番
号
S
．
〕
－
N
－
は
、
エ
チ
ュ
ー
ド
F
に
よ
る
六
体

の
も
の
の
一
つ
か
ら
発
展
し
た
。
背
中
の
彫
刻
的
な
処
理
に
特
徴
が
あ
る
。
顔

は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
こ
と
な
り
、
左
方
を
向
い
て
い
る
。
正
面
か
ら
見
る
と
顔

が
左
向
き
で
あ
り
、
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
と
は
そ
の
方
向
が
違
う
。
さ
ら
に
特
徴

的
な
の
は
フ
ー
ド
の
存
在
で
あ
り
、
頚
の
後
ろ
の
処
理
は
フ
ァ
ロ
ス
の
表
象
を

意
識
し
た
も
の
と
思
え
な
い
。
ま
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
特
徴
的
な
空
の
左
袖
も

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
像
の
ブ
ロ
ン
ズ
版
は
パ
リ
の
ロ
ダ
ン
美
術
館
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
八
九
七
年
作
。

図15　顔が左を向いた中間のエチュードF。S．3121

－102－



作
品
番
号
S
・
－
○
記
（
カ
タ
ロ
グ
番
号
〓
全
　
は
、
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
の
一
つ

前
、
最
終
直
前
エ
チ
ュ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
エ
チ
ュ
ー
ド
は
、
ロ
ダ
ン
が
実
物

を
石
膏
に
浸
し
て
制
作
し
た
ロ
ー
ブ
が
原
型
と
さ
れ
る
が
、
ロ
ー
ブ
は
高
さ
一

四
八
セ
ン
チ
あ
り
、
エ
チ
ュ
ー
ド
は
頭
を
含
め
高
さ
二
一
セ
ン
チ
な
の
で
、

直
接
的
な
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
エ
チ
ュ
ー
ド
は
、
ロ
ー
ブ
の
左
部

分
の
大
き
な
折
り
返
し
に
特
徴
が
あ
る
。
ロ
ー
ブ
の
左
側
は
、
右
足
右
ま
で
一

直
線
に
伸
び
、
頚
の
後
ろ
に
は
窪
み
が
あ
る
。
顔
は
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
と
同
じ

ょ
う
に
右
を
向
き
、
左
の
袖
は
手
を
通
さ
な
い
ま
ま
、
空
で
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

る
。
国
立
西
洋
美
術
館
に
あ
る
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
》
は
、
こ
の
最
終
直
前
エ
チ

（
4
2
）

エ
ー
ド
で
あ
る
。

図16　最終直前エチュード（国立西洋美術館蔵）S．1072と

その右側プロフィル

作
品
番
号
S
・
－
∞
N
（
カ
タ
ロ
グ
番
号
〓
盟
　
は
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
最
終
直
前
エ
チ
ュ
ー
ド
S
．
－
○
冠
に
あ
っ
た
ロ
ー
ブ
の
折
り
返

し
は
削
ら
れ
、
右
側
の
襟
も
お
と
な
し
く
な
っ
た
。
首
は
右
を
向
き
、
ネ
ク
タ

イ
が
巻
か
れ
て
い
る
。
ま
た
S
．
－
○
ヾ
N
と
同
じ
く
ロ
ー
ブ
の
左
側
が
右
足
右
ま
で

一
直
線
に
伸
び
、
右
側
後
方
か
ら
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
下
部
を
異
常
に
膨
張
さ
せ

て
い
る
。
こ
の
部
分
さ
え
な
け
れ
ば
他
は
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
と
同
じ
。
頭
の
後

ろ
の
窪
み
は
初
め
て
埋
め
ら
れ
、
フ
ァ
ロ
ス
の
感
じ
が
出
た
。
一
八
九
七
年
作
。

カ
タ
ロ
グ
番
号
こ
か
、
作
品
番
号
S
．
N
∞
会
、
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
。
プ
ラ
ン
そ

の
も
の
が
シ
ン
プ
ル
化
さ
れ
、
特
に
左
耳
の
後
ろ
を
整
え
た
髪
が
シ
ル
エ
ッ
ト

に
対
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
比
較
す

る
と
、
像
の
傾
き
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
出
来
映
え
で
あ
る
。
当
時
ロ
ダ
ン
と
不
仲
に
な
り
か
け
て
い
た
カ
ミ
ー
ユ
・

ク
ロ
ー
デ
ル
が
、
ロ
ダ
ン
の
要
請
に
よ
り
、
こ
れ
を
ル
ポ
セ
の
工
房
で
見
、
好

意
的
な
見
解
を
述
べ
た
。
ロ
ダ
ン
は
彼
女
の
手
紙
に
対
し
て
、
い
つ
か
二
人
で

こ
の
像
を
屋
外
で
見
た
い
も
の
だ
と
返
事
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
、
ロ
ダ
ン

は
右
側
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
フ
ァ
ロ
ス
の
形
状
に
す
る
こ
と
を
明
快
に
意
図
し
て
い

る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

－103一

図17　最終エチュードのバリ

エーションS．182



図18　最終エチュード作品番号

S．2846

カ
タ
ロ
グ
番
号
〓
「
　
作
品
番
号
S
．
巴
巴
、
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
》
。
高
さ
二
七
八
セ
ン
チ
の
巨
大
な
石
膏
像
。
ル
ポ
セ
の
工
房
で
最
終
エ
チ

ュ
ー
ド
か
ら
拡
大
さ
れ
、
ロ
ダ
ン
が
手
を
入
れ
て
再
び
石
膏
取
り
し
た
も
の
。

像
全
体
が
さ
ら
に
後
ろ
に
反
り
、
そ
の
右
側
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
堂
々
た
る
フ
ァ
ロ

ス
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。
一
八
九
八
年
作
。

こ
の
よ
う
に
制
作
過
程
の
形
態
変
化
を
迫
っ
て
み
る
と
、
作
品
全
体
が
フ
ァ

ロ
ス
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
持
つ
に
至
っ
た
の
は
作
品
番
号
S
．
N
∞
会
の
最
終
エ
チ
ュ

ー
ド
か
ら
、
作
品
番
号
S
．
〕
－
巴
、
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
に
至
る
一

年
足
ら
ず
の
で
き
ご
と
の
よ
う
に
思
え
る
。
で
は
何
が
ロ
ダ
ン
に
こ
の
よ
う
な

発
想
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
部
の
美
術
史
家
は
、
メ
ダ
ル
ド
・
ロ
ッ
ソ
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
「
ロ
ダ

ン
が
ロ
ッ
ソ
に
最
も
大
き
く
負
っ
て
い
る
と
し
て
冷
静
な
観
者
に
感
じ
さ
せ
る

の
は
、
ま
さ
に
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
み
る
横
へ
ま
た
後
方
へ
の
傾
き
で
あ

る
。
横
へ
の
ス
タ
ン
ス
に
よ
り
ブ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
を
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
し
て

図19　《バルザックモニュメント≫

い
る
投
影
の
工
夫
と
同
じ
仕
掛
け
が
、

戦
的
に
傾
く
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
誇
り
高

い
壮
大
さ
の
表
現
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
事
実
、
こ
の
像
は
危
険
な
ほ
ど

傾
い
て
い
る
の
で
、
半
ば
隠
さ
れ
た

足
の
背
後
の
ベ
ー
ス
は
転
覆
を
避
け

る
た
め
延
長
さ
れ
て
い
る
。
」

し
か
し
、
ロ
ッ
ソ
の
《
ブ
ッ
ク
メ

ー
カ
ー
》
は
、
後
方
と
い
う
よ
り
は

右
に
傾
い
て
い
る
。
私
見
で
は
、
ロ

ッ
ソ
の
影
響
を
論
じ
る
な
ら
、
そ
れ

は
《
新
聞
を
読
む
男
》
　
（
一
八
九
四

年
）
　
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の

作
品
は
見
る
角
度
に
よ
っ
て
印
象
が

ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
新
聞
を
読
む
男

ロ
ダ
ン
に
よ
り
用
い
ら
れ
、
後
方
へ
挑図20　メダルド・ロッソ《新聞を読む男≫正面と左側面
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と
し
て
作
品
を
認
識
す
る
た
め
に
は
、
い
わ
ば
、
固
定
し
た
一
つ
の
角
度
を
要

求
す
る
。
ロ
ダ
ン
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
仕
上
げ
の
最
終
段
階
で
　
「
2
0
歩
離
れ

て
見
た
右
側
シ
ル
エ
ッ
ト
が
フ
ァ
ロ
ス
に
見
え
る
」
　
と
い
う
視
角
の
ア
イ
デ
ア

を
、
ロ
ッ
ソ
の
作
品
を
∴
八
九
川
年
当
時
見
て
い
た
潜
在
的
な
記
憶
か
ら
得
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

も
、
明
ら
か
に
フ
ァ
ロ
ス
と
思
わ
れ
る
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
が
あ
る
n

象
徴
主
義
の
影
響
。
自
然
主
義
文
学
の
巨
匠
ゾ
ラ
の
後
押
し
で
バ
ル
ザ
ッ
ク

像
制
作
の
依
嘱
を
得
た
ロ
ダ
ン
は
、
同
時
進
行
し
て
い
た
《
地
獄
の
門
》
　
の
制

作
を
通
じ
て
象
徴
主
義
的
傾
向
を
強
め
て
行
く
。
ロ
ダ
ン
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
サ

ン
ボ
リ
ス
ト
集
団
レ
・
ヴ
ァ
ン
の
展
覧
会
の
重
要
な
参
加
者
だ
っ
た
。
写
実
的

な
バ
ル
ザ
ッ
ク
で
は
な
く
、
登
場
人
物
三
千
人
を
越
え
る
　
「
人
間
喜
劇
の
世
界

の
創
造
者
」
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
す
る
た
め
に
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
そ
の
も
の
を
フ

ア
ロ
ス
と
す
る
考
え
を
浮
べ
た
の
は
サ
ン
ボ
リ
ス
ト
色
を
濃
く
し
た
ロ
ダ
ン
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
一
九
世
紀
末
は
、
積
極
的
に
男
根
そ
の
も
の
を
作
品
に
措
い
た
ビ
ア

ズ
リ
ー
は
別
に
し
て
も
、
暗
喩
と
し
て
男
根
を
描
い
た
作
家
が
登
場
し
た
時
代

で
あ
る
。
ド
ガ
は
風
景
と
し
て
男
根
と
畢
丸
を
連
想
さ
せ
る
パ
ス
テ
ル
画
を
残

し
た
。
ム
ン
ク
は
波
に
照
り
映
え
る
太
陽
や
月
を
男
根
の
暗
喩
と
し
て
描
い
た
。

ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
の
ク
リ
ム
ト
は
、
あ
た
か
も
日
本
の
道
祖
神
の
よ
う
な
フ
レ

ー
ム
の
中
で
男
女
が
抱
擁
し
た
作
品
や
、
《
ア
テ
ネ
・
パ
ラ
ス
》
　
の
よ
う
に
男

根
そ
の
も
の
を
連
想
さ
せ
る
作
品
を
発
表
し
て
い
た
。

ま
た
ロ
ダ
ン
そ
の
人
の
、
フ
ァ
ロ
ス
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
指
摘
で

き
る
か
も
知
れ
な
い
。
先
に
述
べ
た
フ
ァ
ロ
ス
を
両
手
に
握
る
《
エ
チ
ュ
ー
ド

F
》
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
《
エ
チ
ュ
ー
ド
C
》
　
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
代
に
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最
後
の
最
後
ま
で
右
側
プ
ロ
フ
ィ
ル
に
こ
だ
わ
っ
た
ロ
ダ
ン

《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
は
、
高
さ
一
〇
九
セ
ン
チ
の
最
終
エ
チ
ュ

ー
ド
か
ら
、
高
さ
二
七
八
セ
ン
チ
の
サ
イ
ズ
に
ア
ン
リ
・
ル
ポ
セ
の
上
房
で
拡

大
さ
れ
た
も
の
に
、
ロ
ダ
ン
が
パ
リ
市
内
ウ
ニ
ヴ
エ
ル
シ
テ
の
ア
ト
リ
エ
で
手

を
加
え
、
そ
れ
を
原
型
に
し
て
再
び
石
膏
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
パ
リ
郊
外
ム
ー
ド
ン
に
あ
る
ロ
ダ
ン
美
術
館
別
館
収
蔵
庫
に
納
め

ら
れ
た
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
と
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
を
比
較
し
て
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
か
ら
左
後
方
に
約
4
度
傾
斜
さ
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
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い
は
削
っ
た
り
し
て
、
そ
の
動
き
を
修
正
す
る
。
そ
れ
か
ら
彼
は
、
そ
れ
を
鋳

造
者
に
引
き
渡
す
。
右
側
で
、
台
座
か
ら
出
現
さ
せ
た
い
と
思
う
、
総
合
的
フ

ィ
ギ
ュ
ア
に
つ
い
て
の
決
定
に
達
す
る
の
は
、
外
気
の
中
に
お
い
て
の
み
で
あ

る
。
」

ロ
ダ
ン
が
拡
大
像
に
加
え
た
手
直
し
の
様
子
に
関
し
て
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
シ

ャ
ン
シ
ョ
ル
が
5
月
の
サ
ロ
ン
の
展
示
に
先
立
っ
て
フ
ィ
ガ
ロ
紙
一
八
九
八
年

三
月
一
九
日
号
に
掲
載
し
た
　
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
」
と
い
う
評
論
が
以
下
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

「
熟
練
職
人
が
、
足
場
の
上
で
、
決
定
版
の
モ
デ
リ
ン
グ
を
組
み
立
て
る
。

そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
彼
は
生
み
出
さ
れ
た
効
果
を
、
確
か
に
判
断
す
る
。
像

が
片
方
へ
傾
き
す
ぎ
る
と
、
く
さ
び
の
助
け
を
借
り
、
付
け
足
し
た
り
、
あ
る

で
は
、
ロ
ダ
ン
は
何
故
、
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
に
比
較
し
て
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
左
後
方
に
約
4
度
傾
斜
さ
せ
た
の
か
。
そ
れ
は
シ
ャ
ン
シ
ョ
ル
の
記
事
に
あ

る
、
ロ
ダ
ン
の
　
「
右
側
で
、
台
座
か
ら
出
現
さ
せ
た
い
と
思
う
、
総
合
的
フ
ィ

ギ
ュ
ア
」
　
へ
の
こ
だ
わ
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
だ
わ
り
と
は
、

人
間
喜
劇
と
い
う
世
界
の
　
「
創
造
主
」
　
で
あ
る
小
説
家
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
、
創
造

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
フ
ァ
ロ
ス
と
し
て
表
象
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の

表
象
は
、
後
に
シ
ャ
ン
シ
ョ
ル
が
、
フ
ィ
ガ
ロ
紙
に
掲
載
し
た
ロ
ダ
ン
自
身
の

コ
メ
ン
ト
に
あ
る
よ
う
に
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
右
側
に
身
を
置
き
、
台
座
か
ら
2
0

歩
離
れ
て
見
た
」
時
に
明
ら
か
に
見
て
と
れ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ロ
ダ
ン
の
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
》
は
、
そ
の
台
座
の
真
正
面
か
ら
見
る
と
、
全
体
が
約
2
0
度
右
方
を
向
い
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
ロ
ダ
ン
の
言
う
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
右
側
」
と
は
、

台
座
に
対
し
て
の
真
右
で
は
な
く
「
右
後
方
」
　
に
解
釈
す
る
の
が
正
し
い
か
も

知
れ
な
い
。
事
実
、
ロ
ダ
ン
が
一
九
〇
八
年
に
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
タ
イ
ケ
ン
に

依
頼
し
て
撮
影
さ
せ
た
有
名
な
写
真
の
一
枚
は
、
こ
の
方
向
か
ら
で
あ
っ
た
こ

と
を
想
起
し
て
欲
し
い
。

彫
刻
の
多
く
は
、
そ
の
下
部
と
直
結
し
た
台
座
　
（
s
O
C
－
e
）
　
を
有
し
、
そ
れ

が
展
示
の
方
法
に
よ
っ
て
は
高
い
台
座
　
（
p
i
監
e
s
t
a
－
）
　
の
上
に
載
せ
ら
れ
る
。

日
本
語
で
は
ど
ち
ら
も
台
座
だ
が
、
こ
こ
で
検
討
す
る
台
座
は
、
前
者
の
意
味
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で
あ
る
。
以
下
、
混
同
を
避
け
る
た
め
、
s
O
C
－
e
を
基
盤
と
記
述
す
る
こ
と
に

す
る
。拡
大
以
前
の
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
の
基
盤
　
（
s
O
C
－
e
）
　
は
、
ほ
ぼ
正
方
形
で
あ

り
、
像
の
下
部
に
較
べ
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。

《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
は
、
オ
ル
セ
ー
美
術
館
で
は
、
中
2
階
の

ロ
ダ
ン
テ
ラ
ス
に
石
膏
像
が
約
2
メ
ー
ト
ル
の
台
座
　
（
p
i
監
e
s
t
a
－
）
　
に
載
っ

て
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
足
下
を
子
細
に
観
察
す
る
の
は
や
や
難
し
い
。
モ
ン

パ
ル
ナ
ス
大
通
り
と
ラ
ス
パ
イ
ユ
大
通
り
の
交
差
点
の
小
広
場
に
あ
る
ブ
ロ
ン

ズ
像
も
高
い
台
座
　
（
p
i
監
e
s
t
a
－
）
　
の
上
に
あ
り
、
さ
ら
に
観
察
困
難
だ
。
パ

リ
、
ヴ
ア
レ
ン
ヌ
の
ロ
ダ
ン
美
術
館
の
庭
で
は
、
ブ
ロ
ン
ズ
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
屋
外
で
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
足
下
と
最
終
エ
チ
ュ
ー

ド
の
足
下
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
両
者
の
基
盤
　
（
s
O
C
l
e
）
　
は
大
き
く

形
が
異
な
り
、
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
の
基
盤
は
、
最
終
エ
チ
ュ
ー

ド
の
基
盤
が
拡
大
さ
れ
た

《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
の
基
盤
　
（
s
O
C
－
e
）
　
は
大
き
く
後
方
に
伸

ば
さ
れ
、
一
体
鋳
造
さ
れ
た
時
、
左
後
方
に
傾
き
を
増
し
た
像
全
体
の
転
倒
を

防
ぐ
役
目
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
左
足
踵
部
分
に
見
ら
れ

る
基
盤
　
（
s
O
C
－
2
）
　
の
窪
み
で
あ
る
。
基
盤
　
（
s
O
C
－
e
）
全
体
は
左
後
方
部
が
前

部
よ
り
薄
く
な
っ
て
い
る
が
、
左
踵
の
部
分
に
は
窪
み
が
つ
く
ら
れ
て
、
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
全
体
の
傾
き
を
作
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
像
自
体
の
左
下
部
に
は
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
エ
チ
ュ
ー
ド
で
明
ら
か
な
差
が
あ
り
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
自
体

も
こ
の
部
分
が
削
ら
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

次
ぎ
に
像
の
右
足
下
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
明
ら
か
な
の
は
、
ガ
ウ
ン

の
下
か
ら
覗
く
右
足
の
見
え
方
が
異
な
る
こ
と
だ
。
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
の
右
足

ス
リ
ッ
パ
に
は
ガ
ウ
ン
が
被
さ
っ
て
い
る
が
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
は
そ
れ
が
後

退
し
、
ス
リ
ッ
パ
の
筋
が
見
え
て
い
る
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
右
足
の
右
側
面
に

は
何
か
が
挿
入
さ
れ
た
よ
う
な
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も
の
で
は
な
い
。
整
痕
や

欠
け
具
合
か
ら
し
て
石
の

基
盤
　
（
s
O
C
－
e
）
　
が
別
個
に

用
意
さ
れ
、
そ
の
上
に
シ

ャ
ン
シ
ョ
ル
の
記
事
が
示

す
よ
う
な
調
整
を
行
っ
た

拡
大
エ
チ
ュ
ー
ド
が
置
か

れ
、
最
終
の
プ
ラ
ス
タ
ー

が
造
ら
れ
た
と
推
察
で
き

る
。

盛
り
上
が
り
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
き
調
整
が
基
盤

（
s
O
C
－
e
）
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
本
体
の

間
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
間
接
的
に

示
す
写
真
が
あ
る
。
ロ
ダ
ン
美
術

館
が
一
九
九
八
年
に
、
ロ
ダ
ン
の

バ
ル
ザ
ッ
ク
、
サ
ロ
ン
出
展
の
一

〇
〇
年
を
記
念
し
て
開
催
し
た
展

覧
会
カ
タ
ロ
グ
付
録
の
系
統
図
の

一
部
で
あ
る
。
左
の
S
一
山
－
巴
は
一

八
九
八
年
の
サ
ロ
ン
に
出
展
さ
れ

－107－
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た
も
の
で
現
在
、
パ
リ
郊
外
ム
ー
ド
ン
の
ロ
ダ
ン
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
。結

論
ロ
ダ
ン
は
《
エ
チ
ュ
ー
ド
F
》
に
お
い
て
フ
ァ
ロ
ス
を
両
手
に
握
ら
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
自
ら
が
「
美
し
い
」
と
信
じ
た
《
エ
チ
ュ
ー
ド
C
》
　
の
突
き
出
た

太
鼓
腹
の
代
替
を
さ
せ
た
が
、
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
に
な
っ
て
初
め
て
フ
ァ
ロ
ス

の
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
全
体
に
与
え
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ

は
文
芸
家
協
会
か
ら
完
成
を
急
が
さ
れ
て
い
た
一
八
九
七
年
、
サ
ロ
ン
出
展
直

前
の
出
来
事
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
段
階
で
ロ
ダ
ン
が
加
え
た
フ
ァ
イ
ナ
ル
タ

ッ
チ
は
、
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
に
比
し
て
左
後
ろ
方
向
に
4
度
の
傾
斜
を
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に
追
加
し
、
そ
の
倣
然
と
し
た
、
人
を
人
と
も
思
わ
な
い
印
象
を
、
さ

ら
に
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
学
館
発
行
の
　
『
西
洋
美
術
館
』
　
は
、
そ
の
中
で
、
ロ
ダ
ン
の
《
バ
ル
ザ
ッ

ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

「
粗
末
な
ナ
イ
ト
ガ
ウ
ン
姿
で
構
想
を
練
る
文
豪
バ
ル
ザ
ッ
ク
。
夜
着
の
内

に
は
吃
立
し
た
ペ
ニ
ス
を
握
る
両
手
が
あ
り
、
エ
ロ
ス
と
創
造
力
の
合
体
が
暗

示
さ
れ
て
い
る
。
」
　
（
同
書
八
七
三
ペ
ー
ジ
）

し
か
し
、
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
の
研
究
を
進
め
る
と
、
こ
の
記

述
は
不
正
確
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
ガ
ウ
ン
の
中
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、

右
後
方
か
ら
見
た
場
合
「
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
そ
の
も
の
の
形
態

が
フ
ァ
ロ
ス
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
」
　
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
右
側
プ
ロ
フ
ィ
ル
が
、
創
造
者
の
ポ
テ
ン
シ
ー
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
フ
ァ
ロ
ス
を
表
象
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
ア
イ
デ

ア
は
制
作
の
最
後
の
最
後
に
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
、
以
上
で
あ
き
ら
か
に
で
き

た
と
考
え
る
。
写
実
的
手
法
に
た
け
た
ロ
ダ
ン
な
ら
訳
も
な
く
実
現
で
き
た
は

ず
の
ル
サ
ン
ブ
ラ
ン
ス
あ
る
い
は
ラ
イ
ク
ネ
ス
を
放
棄
し
、
自
己
の
心
の
世
界

を
表
現
し
た
創
作
活
動
は
、
ま
さ
に
一
九
世
紀
の
写
実
彫
刻
か
ら
二
〇
世
紀
の

近
代
彫
刻
へ
、
時
代
の
ギ
ア
を
回
転
さ
せ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

註（
1
）
C
l
a
r
k
〉
K
e
n
n
e
t
h
〉
C
ぎ
蒙
賀
許
き
L
O
n
d
O
n
L
蛮
声
p
．
u
N
O
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
、
河
野

徹
訳
『
芸
術
と
文
明
』
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
五
、
三
一
五
頁
。
「
そ
の
結
果
生
ま

れ
た
作
品
は
、
十
九
世
紀
彫
刻
の
【
い
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
以
来
の
－
最
高
傑
作
と
、

私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
」

（
2
）
ブ
ロ
ン
ズ
像
。
高
さ
ー
○
0
0
．
宵
m
。
一
八
九
七
年
。
二
九
六
一
年
鋳
造
、
一
九
六
二
年
朝
日

新
聞
社
寄
贈
）
。
同
じ
エ
チ
ュ
ー
ド
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
の
別
館
に
あ
る
が
、

こ
の
作
品
と
《
バ
ル
ザ
ッ
ク
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
》
（
高
さ
N
詔
c
m
）
の
間
に
は
、
最
終
エ
チ

ュ
ー
ド
が
存
在
す
る
。

（
3
）
筋
肉
質
の
男
性
体
が
、
両
手
を
巨
大
な
フ
ァ
ロ
ス
（
吃
立
し
た
男
性
自
身
）
に
添
え
て
立

つ
、
頚
の
な
い
裸
体
像
。
高
さ
約
誤
c
m
。
一
八
九
六
年
。
二
九
九
三
年
静
岡
県
立
美
術

館
ブ
ロ
ン
ズ
像
取
得
）

（
4
）
《
裸
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
》
と
し
て
名
高
い
ロ
ダ
ン
の
傑
作
。
シ
カ
ゴ
美
術
館
ほ
か
各
所
に
ブ

ロ
ン
ズ
像
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
（
M
O
M
A
）
に
あ
る
の
は
、
そ
の
縮

小
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
こ
の
像
に
由
来
す
る
《
腕
を
組
ん
だ
バ
ル
ザ
ッ
ク
》
の
胸
像
も
存
在
す

る
。
ロ
ダ
ン
自
身
が
「
そ
れ
は
非
常
に
美
し
い
」
と
言
っ
た
自
信
作
。

（
5
）
一
九
七
〇
年
に
取
得
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
一
つ
の
プ
ラ
ス
タ
ー
原
型

か
ら
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
鋳
造
を
1

2
体
し
か
許
し
て
お
ら
ず
、
日
本
で
は
こ
れ
一
体
の
み
、
貴

ー108－



重
な
存
在
で
あ
る
。
置
か
れ
て
い
る
台
座
（
p
i
註
e
s
t
a
－
）
は
、
ロ
ダ
ン
が
当
初
前
提
に
し
て

い
た
も
の
よ
り
か
な
り
低
い
。

（
6
）
筆
者
が
箱
根
彫
刻
の
森
美
術
館
を
訪
問
し
た
と
き
、
高
校
生
の
一
群
が
こ
の
こ
と
に
気
づ

き
、
騒
い
で
い
た
。
性
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
大
に
達
す
る
こ
の
年
代
の
若
者
に
は
、
認
識

が
容
易
な
よ
う
だ
。

（
7
）
P
a
r
i
s
も
r
C
h
・
d
e
－
a
S
O
C
i
空
か
d
e
s
g
e
n
s
d
e
－
e
t
t
e
r
s
も
r
O
C
e
S
S
・
く
e
ヨ
a
－
d
e
c
O
m
i
t
m
d
u

∽
m
a
i
－
∞
∽
∞
．

（
8
）
一
八
九
八
年
六
月
九
日
付
け
ロ
ダ
ン
の
公
開
状
。
（
C
O
「
記
名
昌
軋
e
宍
屯
告
知
Q
軋
訂
山
）

M
u
s
訂
R
O
d
i
n
も
・
－
∞
〇
・
矢
L
a
監
已
莞
軋
～
出
已
～
莞
e
S
〓
e
d
e
＜
2
－
O
p
m
e
n
二
〇
g
－
q
u
e
d
e

m
a
く
i
e
d
〉
琶
t
i
s
t
e
・
J
）
e
n
p
r
e
n
d
s
－
a
c
O
m
p
－
竪
e
r
e
S
p
O
n
S
a
b
i
－
i
t
m
．
E
t
m
O
n
d
訂
i
r
e
s
t

d
〉
e
n
r
e
s
t
e
ユ
e
s
e
u
－
p
O
S
S
e
S
S
e
u
r
㌧
〉

（
9
）
　
L
e
M
a
s
q
u
e
d
e
許
r
｝
ト
q
句
隠
宅
タ
と
u
i
l
－
e
二
等
∞
．

（
1
0
）
C
－
a
r
k
）
K
e
n
n
e
t
h
〉
C
ぎ
資
岩
許
き
L
O
n
d
O
n
L
史
学
も
．
u
N
〇
．
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
、
河
野

徹
訳
『
芸
術
と
文
明
』
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
五
、
三
一
五
～
三
晶
六
頁
。

（
1
1
）
旨
e
舛
a
n
d
r
e
L
r
s
m
n
e
㌔
ト
q
b
已
～
宍
告
知
乱
れ
㌔
〉
句
－
O
u
r
y
〉
P
a
r
i
s
L
∞
爪
革
p
．
－
P

（
誓
C
h
i
n
c
h
O
E
e
V
C
h
a
r
－
e
S
㌦
L
a
＜
e
n
t
e
d
e
L
a
S
t
a
t
u
e
d
e
B
a
－
N
a
C
u
〉
〉
ト
m
3
g
琶
〇
二
N

m
a
i
L
∞
諾
．

（
蔓
S
賢
e
r
i
n
e
㌔
O
p
i
n
i
O
n
S
．
L
e
云
O
N
S
T
R
E
こ
）
）
ト
隠
C
訂
ぎ
ー
∽
m
a
こ
∞
夢

（
H
）
　
∽
i
Z
e
r
a
n
n
e
〉
R
O
b
e
↑
t
d
e
－
a
㌦
訂
s
p
O
r
t
r
a
i
t
s
d
“
h
O
m
m
e
a
u
舛
S
a
－
O
n
d
e
－
∞
芸
｝
∵

評
喜
竺
野
蒜
ぎ
牢
葵
音
計
千
j
u
i
n
L
∞
芸
．

（
ほ
）
　
B
i
e
n
n
e
）
C
－
a
u
d
e
㌦
E
舛
P
O
S
I
T
l
O
N
 
D
E
S
 
B
E
A
U
㌍
A
R
T
S
）
∵
ト
Q
知
等
荒

か
訂
ひ
軋
Q
ヨ
白
丸
已
「
．
乳
C
．
∴
E
m
a
二
等
∞
．

（
1
6
）
　
G
e
等
O
y
）
G
u
s
t
a
完
㌦
L
e
S
a
－
O
n
d
e
－
笠
∞
〉
∵
ト
m
計
§
岩
㌣
U
O
a
く
r
i
－
」
等
∞
．

（
誓
R
O
d
e
n
b
a
c
h
〉
G
e
O
r
g
e
）
ト
、
堅
賢
．
㌣
r
h
岩
れ
雲
．
O
r
已
⊇
1
功
岩
C
r
針
等
訂
言
切
．

幹
風
習
昌
ぷ
P
a
r
i
s
〉
F
a
s
q
u
e
ロ
e
L
∞
等
も
．
N
害
．

（
1
8
）
　
『
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
、
ア
ト
・
ド
・
フ
リ
ー
ス
著
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
四

年
初
版
、
四
二
四
、
四
三
五
頁
。

（
1
9
）
B
e
a
u
S
i
r
e
V
A
－
a
i
n
）
の
呂
、
邑
智
軋
訂
鴎
奄
○
岩
斗
M
u
s
紆
R
O
d
i
n
〉
P
a
r
i
s
∵
岩
垂
㌣
勺
p
．

ー
ひ
9
－
∽
リ

（
却
）
㌣
こ
き
説
き
－
ご
u
i
E
e
t
－
苫
0
0
（
鼠
J
u
d
i
t
h
C
－
a
d
e
－
．
R
O
d
i
n
｝
S
a
く
i
e
g
－
O
r
i
e
u
s
e
L
簸
声

p
．
N
N
u
）
．

（
2
1
）
　
M
u
s
紆
R
O
d
i
n
L
恥
篭
㌧
出
已
N
宍
熟
知
○
軋
賢
二
等
∞
〉
p
．
皇
－
．

（
2
2
）
　
P
i
n
e
t
）
H
聖
か
ロ
e
㌦
－
－
e
s
二
㌢
t
O
u
且
O
u
r
〉
C
O
m
m
e
u
n
許
ロ
t
か
m
e
u
u
L
無
声
出
已
N
g
告

知
Q
軋
貫
M
u
s
紆
R
O
d
i
n
）
P
a
r
i
s
L
等
∞
．

（
召
　
C
a
s
O
u
J
a
c
q
u
e
d
e
㌔
R
O
d
i
n
a
n
d
t
h
e
c
u
－
t
O
f
B
a
－
N
a
C
王
挙
㌫
ぎ
彗
翌
S
竜
思
萱
計

h
Q
q
J
u
n
e
－
莞
箪

（
2
4
二
　
C
a
s
O
V
J
a
c
q
u
e
d
e
㌦
出
a
－
N
a
C
a
n
d
R
O
d
i
n
i
n
R
h
O
d
e
l
s
－
a
n
d
〉
）
）
b
已
～
註
3
0
へ
S
e

ね
ぎ
計
計
訂
⊇
乱
酔
り
ぎ
○
～
阜
b
謡
隠
⊇
訟
こ
芸
箪

〓
空
　
E
－
s
e
n
）
A
－
b
e
r
t
㌦
R
O
d
i
n
ガ
イ
Z
a
k
e
d
B
a
－
z
a
c
こ
∵
つ
訂
出
弓
～
訂
g
≠
昌
泰
英
日
N
叫
莞
岩
や

M
a
y
－
窯
芦

（
祁
）
　
出
u
t
－
e
J
R
u
t
h
）
知
＆
き
つ
訂
払
計
竜
n
亀
G
S
ど
れ
V
Y
a
－
e
U
n
i
く
e
r
S
i
t
y
P
r
e
s
s
〉
N
e
w

H
a
く
e
n
a
n
d
L
O
n
d
O
n
L
等
U
．
p
∴
廿
〓
．

（
2
7
）
L
a
m
p
e
阜
C
a
t
h
e
↑
i
n
e
V
知
己
訂
哲
g
甘
ぎ
1
m
か
b
r
n
S
h
義
的
こ
諾
P
Y
a
－
e
u
n
i
く
e
r
S
i
t
y

p
r
e
s
s
｝
p
．
－
u
O
．

（
謂
）
　
出
u
t
－
e
r
）
R
u
t
h
L
F
g
二
言
二
芦
ぢ
：
う
雰
計
眉
Y
a
－
e
U
n
i
く
e
r
S
i
t
y
P
r
e
s
s
）
N
e
w

H
a
く
e
n
a
n
d
L
O
n
d
O
n
L
等
U
．
p
一
u
N
P

（
2
9
）
　
O
p
e
n
U
n
i
完
r
S
i
t
y
M
O
d
e
r
n
p
↓
t
P
r
a
c
t
i
c
e
s
 
a
n
d
D
e
b
a
t
e
s
㌦
R
O
d
i
n
3
〉
P
r
e
s
e
n
t
e
d

b
y
ト
ロ
n
e
W
a
g
n
e
r
二
浪
革

（
卸
ニ
R
u
b
i
n
｝
W
i
〓
i
a
m
㌦
P
a
i
n
t
i
n
g
a
n
d
S
c
u
－
p
t
u
r
e
∵
3
㌢
き
莞
喜
：
予
雰
註
ヨ
A
キ

ヨ
∑
穿
き
Q
S
き
碧
C
Q
詳
C
賢
さ
H
a
r
r
y
N
．
A
b
r
a
m
s
〉
Z
Y
L
謡
や

（
塑
　
h
昔
に
ぎ
葛
篭
．
m
O
m
a
．
〇
各
日
邑
O
H
墓
e
p
旦
首
．
n
r
s
邑
p
S
ー
○
宅
u
p
音
r
S
邑
p
⊆
ひ
．
h
打
已

（
3
2
）
　
E
－
s
e
n
）
A
－
b
e
r
t
E
．
㌦
M
O
n
u
m
e
n
t
t
O
 
H
O
n
O
r
か
d
e
 
B
a
－
N
a
C
）
∵
知
Q
乱
賢
が
A
r
ご
つ
訂

知
Q
軋
訂
C
已
訂
C
計
0
3
0
、
註
e
～
「
訂
和
声
Q
n
r
已
軋
C
P
芝
電
C
S
訂
r
甘
「
S
芸
已
A
r
訂
已

碧
空
鳥
ヨ
〓
旨
を
彗
乳
ぎ
○
舛
才
r
d
U
n
i
＜
e
r
S
i
t
y
P
r
e
s
s
）
Z
Y
）
N
0
0
〕
〉
p
．
〕
∞
ひ
．

（
3
3
）
　
L
e
N
O
r
m
a
n
d
・
R
O
m
a
n
V
 
A
n
t
O
i
n
e
t
t
e
㌦
【
∞
讐
⊥
∞
謡
‥
R
O
d
i
n
u
J
 
h
篭
や
訂
出
已
N
g
乱
e

知
○
乳
首
〉
M
u
s
か
e
R
O
d
i
n
）
P
a
r
i
s
L
諾
∞
．
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（
堅
　
M
a
t
t
i
u
s
s
i
）
く
脊
O
n
i
q
u
e
㌦
Q
u
e
d
e
く
O
y
a
g
e
S
j
〉
a
i
許
i
t
s
e
n
T
O
u
r
a
i
n
e
〉
√
】
篭
加
己
q

b
已
N
宍
札
内
知
O
S
ヂ
M
u
s
紆
R
O
d
i
n
〉
P
a
r
i
s
L
遠
野

〓
空
　
M
a
u
r
i
c
e
〉
J
a
c
q
u
e
㌔
U
n
s
O
S
i
e
d
e
B
a
－
z
a
c
〉
“
｝
計
鼠
訂
わ
ざ
弓
的
㌫
O
M
a
r
s
－
誤
〇
・

（
墾
　
S
曾
e
r
i
n
e
㌦
－
e
d
i
M
m
i
E
e
守
a
n
c
s
d
e
R
O
d
i
n
｝
）
｝
ト
～
計
§
喜
㌣
N
↓
n
O
く
e
m
b
r
2
－
0
0
澄
・

｛

d

〉

e

s

t

r

u

d

e

m

e

n

t

 

b

e

a

u

T

N

O

n

u

 

n

O

n

鵬

S

e

u

－

m

e

n

t

p

a

s

 

m

a

J

 

a

S

S

e

N

 

d

a

n

s

－

e

m
O
諾
m
e
n
t
．
M
a
i
s
－
e
 
s
e
n
t
i
m
e
n
t
L
）
i
n
t
i
m
i
t
か
d
e
－
ゴ
O
m
m
e
〉
く
O
i
－
〉
Ⅳ
c
e
 
q
u
ゴ

訂
u
d
r
a
i
t
r
e
n
d
e
r
…
E
二
㌢
p
e
n
s
e
z
 
s
i
 
c
訂
t
C
O
m
m
O
d
e
L
、
腎
m
e
d
e
B
a
－
N
a
C
∵
‥
J
e

c
h
e
r
c
h
e
…
J
e
■
C
h
e
r
c
h
e
ご
一
e
s
t
 
t
r
訂
d
e
詩
c
i
－
e
．
M
a
i
s
J
e
 
p
e
n
S
e
 
b
i
e
n
 
q
u
e
j
〉
y

a
r
コ
＜
e
r
a
㌧
〉

（
軍
L
e
N
O
r
m
a
n
d
・
R
O
m
a
n
｝
A
n
t
O
i
n
e
t
t
e
㌦
－
∞
芝
⊥
∞
芸
‥
R
O
d
i
n
〉
】
二
篭
か
己
～
短
已
～
莞
乱
～

知
○
軋
ぎ
｝
M
u
s
か
e
R
O
d
i
n
）
P
a
r
i
s
L
笠
甲

工
房
で
拡
大
前
も
し
く
は
拡
大
後
の
石
膏
作
品
を
見
て
く
れ
る
よ
う
に
ロ
ダ
ン
が
依
頼
し

た
カ
ミ
ー
ユ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
か
ら
の
手
紙
及
び
そ
れ
に
対
す
る
ロ
ダ
ン
の
返
書
で
明
ら
か

で
あ
る
。
（
当
時
、
カ
ミ
ー
ユ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
と
ロ
ダ
ン
の
愛
は
破
綻
し
て
い
た
が
、
お

互
い
彫
刻
家
と
し
て
の
尊
敬
の
念
は
、
こ
の
交
換
書
簡
の
内
容
か
ら
も
見
て
と
れ
る
）

（
挙
　
C
h
i
n
c
h
O
E
e
V
C
h
a
r
－
e
s
㌔
L
a
s
t
a
t
u
e
d
e
B
a
－
N
a
C
｝
）
ト
q
勺
隠
宅
O
L
や
m
a
r
s
L
笠
∞
・

（
3
9
）
　
蒜
註
．
も
．
〕
缶
．

へ
4
0
）
　
蒜
註
．
も
．
〕
∽
や
い
ひ
い
．

（
4
1
）
　
軋
ひ
註
．
）
p
．
U
の
N
・
U
B
．

（
4
2
）
　
軋
賢
軋
．
｝
p
．
u
a
・
〕
澄
．

（
4
3
）
　
れ
賢
軋
．
V
p
．
U
の
〕
ム
祭
．

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
宛

カ
ミ
ー
ユ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
書
簡
（
ロ
ダ
ン
美
術
館
ア
ー
カ
イ
ブ
、
翻
訳
・
筆
者
）
C
a
m
i
E
e

C
－
a
u
d
e
－
P
A
u
望
－
S
t
e
R
O
d
i
n
）
n
O
く
e
m
b
r
e
（
ゴ
ー
∞
笥

「
ロ
ダ
ン
様

あ
な
た
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
に
つ
い
て
の
私
の
意
見
を
書
く
よ
う
に
、
あ
な
た
は
ル
ポ
セ
を

通
じ
て
、
私
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
像
が
、
と
て
も
立
派
で
、
大
変
に
美
し
く
、

こ
の
テ
ー
マ
の
エ
ス
キ
ー
ス
全
体
の
中
で
最
高
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
そ

の
効
果
は
、
衣
服
の
シ
ン
プ
ル
さ
と
対
照
的
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
た
頭
部
で
非
常
に
際

だ
ち
、
絶
対
的
に
感
じ
ら
れ
、
は
つ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
私
は
空
っ
ぽ
の
袖
と
い

う
ア
イ
デ
ア
が
大
変
好
き
で
す
。
そ
れ
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
無
頓
着
な
エ
ス
プ
リ
を
よ
く
表

現
し
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
私
は
あ
な
た
が
、
大
成
功
、
と
り
わ
け
、
本
当
の
目
利
き

の
前
で
の
大
成
功
を
予
期
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
に
違
い
な
い
と
信
じ
ま
す
。
こ
の
像
と
比

肩
で
き
る
も
の
を
、
今
ま
で
パ
リ
市
を
飾
っ
た
全
て
の
像
の
間
に
彼
ら
は
何
も
発
見
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。
（
後
略
）
」

（
注
‥
カ
ミ
ー
ユ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
が
見
た
も
の
は
　
「
エ
ス
キ
ー
ス
」
　
と
い
う
か
ら
に
は
、

ル
ポ
セ
の
工
房
で
拡
大
さ
れ
る
以
前
の
最
終
エ
チ
ュ
ー
ド
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
）
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カ
ミ
ー
ユ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
宛

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
書
簡
　
（
ロ
ダ
ン
美
術
館
ア
ー
カ
イ
ブ
、
翻
訳
・
筆
者
）

A
u
唱
ト
S
t
e
R
O
d
i
n
P
C
a
m
i
E
e
C
－
a
u
d
e
r
N
d
賢
e
m
b
r
e
－
篭
り

（
4
4
）
　
ロ
ダ
ン
は
、
自
分
の

「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
　
が
外
気
の
中
で
見
ら
れ
、
批
評
さ
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
た
。
と
い
う
の
も
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
性
格
上
、
屋
外
で
遠
望
さ
れ
る
こ
と
を
予

期
し
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
こ
と
は
、
サ
ロ
ン
に
お
け
る
展
示
の
前
年
1
1
月
、
ル
ポ
セ
の

「
（
前
略
）
　
し
か
し
、
な
ん
と
い
う
皮
肉
。
幸
福
で
あ
る
の
は
何
か
幻
想
的
な
も
の
に
対
し

て
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
き
、
私
は
な
ん
と
い
う
ひ
ど
い
年
月
を
過
ご
し
た
こ
と
で
し
ょ



う
。
い
ま
こ
の
時
に
な
っ
て
、
あ
な
た
が
私
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
つ
い
て
判
断
し
て
く
だ
さ

っ
た
好
意
は
、
私
に
自
信
を
持
た
せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。
と
い
う
の
も
、
私
は
、
死
の
た

め
に
残
さ
れ
た
悲
惨
な
放
棄
の
中
で
、
あ
な
た
の
助
言
を
必
要
と
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
。

私
は
、
非
常
に
軽
や
か
に
鋳
造
し
、
屋
外
に
お
い
た
効
果
を
み
る
た
め
に
と
き
ど
き
中
庭

に
置
い
て
み
た
私
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
、
あ
な
た
が
見
に
来
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

そ
こ
な
ら
私
と
（
こ
の
像
に
つ
い
て
）
一
緒
に
判
断
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
（
後
略
）
」

（
4
5
）
恥
か
註
．
も
p
．
山
霊
・
山
笠
．

（
川
讐
H
e
C
k
e
r
）
S
h
a
r
O
n
㌦
R
e
B
e
c
t
i
O
n
S
O
n
R
e
p
e
t
i
t
i
O
n
i
n
R
O
S
S
O
〉
s
A
r
t
3
1
竜
乱
弓
告

知
Q
仇
等
哲
c
S
軋
～
、
↓
ぢ
1
謡
乳
○
戻
〉
Y
a
－
e
P
r
e
s
s
e
t
c
．
｝
N
0
0
∽
も
p
．
余
ム
吟
．

（
空
ロ
ッ
ソ
の
《
新
聞
を
読
む
男
》
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
生
保
崎
氏
の
ゼ

ミ
発
表
を
参
考
に
し
た
。

（
川
讐
J
u
d
r
i
n
〉
C
】
a
u
d
i
e
㌦
D
e
s
s
i
n
e
t
g
r
a
5
－
r
e
苓
】
篭
巴
e
b
已
N
莞
計
知
Q
註
ヂ
M
u
s
m
e

R
O
d
i
n
〉
P
a
r
i
s
L
減
摩
p
．
－
u
P
P
g
．
金
．

（
4
9
）
C
h
i
n
c
h
O
E
e
〉
C
h
a
ユ
e
s
㌔
L
a
s
t
a
t
u
e
d
e
B
a
－
N
a
C
｝
〉
訂
句
隠
宅
O
L
や
m
a
r
s
L
等
野

（
50）
C
h
i
n
c
h
0
－
－
2
∵
u
h
a
r
－
e
S
㌔
L
a
＜
e
n
t
e
d
e
L
a
S
t
a
t
u
e
d
e
B
a
－
N
a
C
｝
G
m
句
隠
宅
○
L
N
m
a
i
〉

－
緊
声
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松
岡
茂
雄

一
九
五
八
年

一
九
六
八
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
六
年

（
ま
つ
お
か
・
し
げ
お
）

神
戸
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
金
融
論
専
攻
新
庄
ゼ
ミ

久
保
田
鉄
工
株
式
会
社
入
社

（
株
）
　
日
本
S
P
セ
ン
タ
ー
入
社
副
社
長

大
阪
大
学
文
学
部
研
究
生

神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
会
員

美
術
史
学
会
会
員
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（1）Butler，Ruth，Rodin，77LeShapeげGenius，YaleUniversityPress，NewHavenandLondon，1993・P・326・

（2）Grunfbld，FredericV．，Rodin，aBiqgraphy，DaCapoPress，NY，1987＆1998・p・372・

（3）EIsenAlbertE．，RodinもArt，TheRodincollectionoftheIris＆B．GeraldCantorCenterfbrVisualArtsat

StanfbrdUniuersi秒，‘‘MonumenttoHonor6deBalzac”，0XfbrdUniversityPress，NY，2003，p・385・

（4）OpenUniversity：ModernArtPracticesandDebates，“Rodin”PresentedbyAnneWagner，1994・

（5）Rubin，William，77LeMuseumofModernArt，NewYork，“paintingandsculpture”，HarryN・Abrams，Inc，

andMuseumofModernArt，NY，1984．

（6）Chincholle，Charles，“LaVentedelastatuedeBalzac”LeFigaro，12mai，1898・

（7）LeNormand－Roman，Antoinetteandothers，1898：leBalzacdeRodin，Mus6eRodin，Paris，1998・p・363・

（8）Chincholle，Charles，“LastatuedeBalzac”，LeFigaro，19mars，1898・

（9）Clark，Kenneth，CiuilisationAPersonalⅥeu），BBCandJohnMurray，London，1969，18thImpression1994，

p・320・
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sqjetdanslelivre‘1898：le Balzac de Rodin’，Mus6e Rodin，Paris，1998，10rs de son

explicationdela‘variantedel’6tudefinale’：

‘Pourlapremiらrefbisestcomb161ecreuxal’arriらredelatete・’（7）

C’estjustementlorsdel’6tudefinalequeRodinacr661afbrmeduphalluspoursonBalzac

monumental．

L’6tudefinalea6t6agrandie2，5foisparlesartisansdeHenriLeboss6．

Etlorsdeladerniere6tape，Rodinadonn61aderniらremodincationdanssonatelierde

l’universit6．

C’estclairgraceal’articledujournaldeChinchollejusteavantleSalon・

‘Alorsseulementiljugeraaveccertitudedel’e鮎tproduit．Silastatuepenchetropd’un

c6t6，ilmodifieralemouvemental’aidedeca16S，ajouteraouretirera，Puislivreraau

fondeur…Ainsi，C’estenpleinairseulementqu’ilseraam8medeserendrecomptede

l’int6r8td’unefigurinesynth6tiquequ’ilvoudraitfairepartirdusocle，adroitedela

statue．’（8）

Quellemodificationdel’6tudeagranditeRodina－t－ilqjout6e？．J’airegard61’6tudefinale

dansledepotau sous－SOlduMus6e Rodin aMeudonparl’intermediaire deMadame

Antoinette LeNormand－Roman，ChefConservatricedeceMus6e．

J，aitrouv6queledegr6d，inclinationpr6sente4degr6sdifrbrenteentrel，6tude負naleetle

BalzacMonumental．LeBalzacMonumentalest4degr6spluspench6enarriらreagauche

quel，6tudefinale・Cetteinclinationde4degr6sestproduiteenenfonぢantlepiedgaucheen

arriらredansletroudelabaseet6galementparmodificationdupieddroit．

KennethClark，C618brehistorienanglaisdesbeauxarts，admireleBalzacdeRodincomme

leplusbeauchef－d，oeuvreparmilesstatuesdu19らmesiらcle，et m8medepuisMichelAnge，

etensuiteila毎Oute6：

“Therealreasonwhyhemadepeoplesoangryisthefbelingthathecouldgobblethem

up，anddoesn’tcareadamnfortheiroplnions・”（9）
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BalzacdeRodin，lamodificationfinaleetsoneffbt

ShigeoMATSUOXA

LeBalzacdeRodinressembleauneformephalliquesionleregardesousuncertainangle．

C’estindiqu6clairementoudiscrらtementparplusieurscritiquesdesbeauxartsdepuisle

milieudu208mesiらcle．

Jeciteplusieursexemples，Ci－dessous：

RuthButlerdit“itsstrangelyphallicform’’dans‘Rodin，TheShapeofGenius’．（1）

‘Thecrypt－PhallicnatureoftheBalzacwas perceivedbymanyofRodin’s contemporaries

Whentheyreferredtoitasa“menhir”’，6critGrufelddans‘Rodin，aBiography’．（2）

‘Rodinhadraisedtheportraitofawriterto a symbolofcreation，therebyfulfillinghis

earliestintentionforthemonument，．’6CritAlbertE．EIsen．（3）

‘AttheSalonforexample，Wherein1898hisplastermodelforhisnotablyphallicmonument

to Balzac caused an uproar，Which resultedin nothingless than cancellingofthe

COmmission’ditAnneWagneraOpenUniversitydeBBC．（4）

‘Almostphallicinform’6Critdansl’explicationduMonumenttoBalzacdeTheHistoryand

thecollectionpubli6parMuseumofModernArt，NewYbrken1984．（5）

Onatrouv6queRodinlui－m8meestconscientdecefaitdansl’articleduFigaro6Critpar

SOnamiCharlesChincholleaprらsl’ouvertureduSalonde1898．

‘Parcecouexag6r6，j’aivoulurepresenterlafbrce．Jereconaisquel’6ⅩeCutionad6pass6ma

PenS6e．Pourtant，aVeZ－VOuSregard6mastatueenvous mettantaladroitedeBalzac，a

Vingtpasdusocle？’（6’

Quandest－CequeRodinadonn61’imageduphallusalastatueaucoursdesacr6ation？

AntoinetteLeNorman－Roman，ConservatriceduMus6eRodin，adonn6unesuggestionace
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